
漢
代
に
お
け
る
「
道
術
」
の
展
開

1
経
学
・
識
緯
・
術
数
一

保

科

季

子

【
要
約
】
　
申
国
科
学
史
上
、
後
漢
時
代
は
天
文
学
を
は
じ
め
自
然
科
学
が
飛
躍
的
に
進
歩
し
た
時
代
と
厨
さ
れ
、
ま
た
合
理
的
な
思
考
が
芽
生
え
た
時
代

と
も
言
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
識
緯
思
想
が
流
行
し
、
神
秘
主
義
に
浸
さ
れ
た
時
代
と
も
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
後
漢
時
代
に
お
け
る
、
こ
の
～

見
相
反
す
る
認
識
を
整
合
的
に
理
解
す
る
鍵
と
し
て
、
本
稿
で
は
「
道
術
」
と
い
う
書
葉
に
着
目
す
る
。
従
来
「
学
問
・
道
徳
」
あ
る
い
は
「
神
仙
方

術
」
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
「
道
術
」
は
、
漢
代
に
お
い
て
は
経
学
と
天
文
暦
数
学
や
象
数
易
学
等
の
術
数
学
を
融
合
し
、
未
来
を
予
言
し
た
り
災
異
の
原

因
や
対
処
法
を
述
べ
、
ひ
い
て
は
世
界
そ
の
も
の
を
認
識
し
よ
う
と
す
る
学
問
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
経
学
と
術
数
学
、
両
者
の
か
け
は
し
と
な
っ
た
も
の

こ
そ
識
緯
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
漢
代
の
門
道
術
」
が
六
朝
期
以
降
に
神
仙
道
術
へ
と
意
味
を
変
質
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、
漢
か
ら
六
朝
へ
の
学

術
の
変
容
を
物
語
っ
て
い
る
。
争
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
八
三
巻
五
号
　
二
〇
〇
〇
年
九
月

漢代における「道術」の展開（保科）

は
　
じ
　
め
　
に

後
漢
光
武
帝
の
即
位
は
図
識
に
よ
っ
て
予
言
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
が
光
武
帝
の
政
権
掌
握
を
決
定
的
に
し
た
と
雷
っ
て
も
過
言
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

い
。
以
来
、
後
漢
で
は
皇
帝
以
下
図
識
を
深
く
信
仰
し
、
社
会
全
体
に
識
緯
思
想
が
流
行
し
、
章
帝
国
初
四
年
目
七
九
）
の
白
虎
観
会
議
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

っ
て
、
国
家
が
儒
教
を
保
護
し
、
儒
教
が
後
漢
皇
帝
の
神
秘
的
な
権
威
を
理
論
的
に
保
証
す
る
体
制
が
確
立
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ

以
後
の
後
漢
一
代
は
、

③
た
。

「
儒
教
圏
家
」
「
経
学
時
代
」
と
も
称
さ
れ
る
よ
う
、
礼
教
主
義
と
神
秘
主
義
に
深
く
覆
わ
れ
た
時
代
と
捉
え
ら
れ
て
き
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④

　
そ
の
一
方
で
、
王
充
や
桓
諺
を
は
じ
め
と
し
て
、
後
長
南
に
批
判
的
・
合
理
的
な
精
神
の
萌
芽
が
見
え
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
し
、
科

学
史
の
上
で
前
漢
末
か
ら
後
漢
時
代
は
・
委
学
を
中
心
に
自
然
科
学
が
覇
的
な
進
歩
を
と
げ
た
時
代
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
如
・
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
科
学
史
の
成
果
は
政
治
史
・
思
想
史
に
充
分
に
活
か
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
王
充
の
合
理
主
義
は
一
種
の
異
端
思
想
と
し

て
、
神
秘
的
な
識
緯
思
想
や
当
時
の
迷
信
へ
の
反
抗
と
見
な
さ
れ
て
き
た
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
識
緯
思
想
も
科
学
的
な
思
考
も
、
ど
ち
ら

も
同
じ
く
漢
代
の
思
想
で
あ
り
、
同
一
の
土
壌
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
常
識
的
に
も
古
代
の
天
文
暦
術
は
占
星
術
と
不

可
分
で
あ
り
、
現
存
す
る
緯
書
史
料
中
に
は
天
文
占
の
み
な
ら
ず
、
当
時
の
科
学
的
な
天
文
知
識
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
両
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
密
接
な
関
係
は
明
ら
か
で
あ
る
。
安
居
香
山
氏
も
、
繋
駕
の
生
成
論
に
緯
書
の
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
の
他
近
年
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

科
学
史
の
立
場
よ
り
寒
生
の
天
文
暦
術
と
緯
書
お
よ
び
経
学
の
関
係
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
成
果
を
踏
ま
え
た
上
で
、
識
緯
・
経
学

と
後
漢
時
代
の
「
科
学
」
の
三
者
を
包
括
し
た
、
よ
り
総
合
的
な
漢
代
思
想
の
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
王
葬
の
滅
亡
や
後
漢
の
再
興
を
予
渇
し
た
の
は
、
「
道
術
の
士
」
と
呼
ば
れ
る
人
々
で
あ
り
、
後
漢
時
代
に
は
「
有
道
術
之
士
」

を
察
挙
さ
せ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
た
。
こ
の
「
道
術
」
と
い
う
言
葉
は
、
噸
史
記
』
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
（
日
者
列
伝
に
二
例
の

み
）
。
と
こ
ろ
が
『
漢
書
』
で
は
十
五
例
、
『
後
漢
書
』
で
は
二
十
二
例
と
激
増
し
て
お
り
、
前
漢
末
期
か
ら
後
漢
時
代
に
特
に
使
用
さ
れ
た
、

こ
の
時
代
の
特
徴
的
な
言
葉
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
「
道
術
の
士
」
と
呼
ば
れ
る
人
々
は
、
識
緯
の
み
な
ら
ず
、
天
文
・
暦

法
・
易
な
ど
に
精
通
し
、
未
来
を
予
言
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
本
稿
が
「
道
術
」
と
い
う
言
葉
に
注
目
し
た
の
も
、
こ
の
言

葉
が
、
識
緯
・
経
学
と
当
時
の
科
学
を
繋
ぐ
キ
イ
・
ワ
ー
ド
で
は
な
い
か
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
「
道
術
」
は
「
方
術
」
　
　
つ
ま
り
方
士
の
術
一
と
同
義
語
と
さ
れ
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

実
際
、
六
朝
以
降
は
神
仙
術
を
実
践
し
た
道
士
の
術
を
「
道
術
」
と
称
す
る
。
一
方
、
後
漢
時
代
に
は
「
道
術
」
は
察
挙
科
目
で
あ
り
、
「
学

問
・
道
徳
」
を
指
す
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
漢
代
に
お
け
る
「
道
術
」
と
い
う
語
の
意
味
と
変
遷
を
明
ら
か
に
し
た
と
き
、
そ
こ
か
ら
同
韻
・

経
学
・
科
学
を
包
括
し
た
漢
代
思
想
の
特
質
、
そ
れ
が
六
朝
時
代
の
神
仙
思
想
へ
と
展
開
す
る
過
程
、
ひ
い
て
は
六
朝
時
代
の
三
教
混
溝
へ
と
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導
く
糸
も
、
自
ず
か
ら
現
れ
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
①
本
来
、
識
と
緯
は
予
言
的
な
「
識
扁
と
釈
義
釈
経
的
な
「
緯
」
と
に
区
別
さ
れ

　
　
る
べ
き
だ
が
、
後
漢
人
が
「
識
」
も
門
緯
扁
も
区
別
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
狩
野

　
　
直
喜
氏
が
早
く
に
指
摘
し
て
い
る
（
『
両
漢
学
術
考
』
「
十
四
　
後
漢
の
経
学
と
識

　
　
緯
」
筑
摩
書
房
　
｝
九
六
四
）
。
本
稿
で
は
、
「
図
書
」
「
図
識
」
「
図
緯
扁
「
七
緯
」

　
　
「
河
洛
扁
「
緯
害
」
な
ど
の
総
称
と
し
て
、
「
識
緯
」
に
統
一
し
て
論
を
進
め
る
こ

　
　
と
に
す
る
。
た
だ
、
現
存
す
る
緯
書
史
料
そ
の
も
の
を
指
す
と
き
は
特
に
「
緯

　
　
書
」
と
称
す
る
。

　
②
日
原
利
国
噸
漢
代
思
想
の
研
究
睡
（
研
文
出
版
、
一
九
八
六
）
。
同
『
中
国
思
想

　
　
文
学
史
隔
（
朋
友
書
店
、
一
九
九
九
）
。
冨
谷
至
「
白
虎
観
会
議
前
夜
－
後
漢
識

　
　
緯
学
の
受
容
と
展
開
」
（
魍
史
林
験
六
一
ニ
ー
六
、
一
九
八
○
）
。

　
③
渡
邊
義
浩
『
後
漢
国
家
の
支
配
と
儒
教
』
（
雄
山
閣
、
一
九
九
五
）
で
は
「
儒

　
　
教
国
家
」
の
成
立
を
も
っ
て
「
儒
教
の
国
教
化
」
が
達
成
さ
れ
る
と
す
る
。
皮
錫

　
　
瑞
『
経
学
歴
史
』
は
、
前
漢
元
成
期
以
後
か
ら
後
漢
時
代
を
「
経
学
極
盛
時
代
扁

　
と
、
武
内
義
雄
『
中
国
思
想
史
隔
（
岩
波
全
書
七
三
、
一
九
王
六
）
で
は
両
漢
を

　
「
経
学
時
代
扁
と
区
分
す
る
。

④
重
澤
俊
郎
『
漢
薬
に
於
け
る
批
判
哲
学
の
成
立
』
（
大
東
文
化
研
究
所
、
一
九

　
五
七
）
。
藪
内
清
『
中
国
文
明
の
形
成
』
「
第
八
章
　
王
充
の
科
学
思
想
」
（
岩
波

　
書
店
、
一
九
七
四
）
。

⑤
杜
石
馬
他
編
著
・
川
原
秀
城
他
訳
『
中
国
科
学
技
術
史
』
上
「
第
四
章
古
代

　
科
学
技
術
体
系
の
形
成
－
秦
漢
期
　
4
、
天
文
学
体
系
の
形
成
と
張
衡
扁
（
東

　
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
）
。

⑥
安
居
香
山
噸
緯
轡
の
基
礎
的
研
究
』
（
甲
州
文
化
研
究
会
、
…
九
六
六
）
門
第
五

　
章
　
緯
書
に
お
け
る
生
成
論
」
。

⑦
武
田
時
昌
門
緯
書
暦
法
考
－
前
漢
宋
の
経
学
と
科
学
の
交
流
一
」
（
山
田

　
慶
雲
編
『
中
国
古
代
科
学
史
論
輪
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
八
九
）
。

　
川
原
秀
城
『
中
国
の
科
学
思
想
1
一
両
漢
天
界
考
一
』
（
創
文
社
、
一
九
九
六
）
。

漢代における「道術」の展開（保科）

「
道
術
」
と
「
方
術
」

　
　
「
道
術
」
と
い
う
言
葉
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
ず
、
「
方
術
」
と
同
義
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
き
た
。
潮
繋
氏
は
『
荘
子
』
雑

　
　
　
　
　
①

篇
・
天
下
篇
な
ど
よ
り
、
「
方
術
」
は
「
道
術
」
と
同
じ
で
あ
る
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
『
後
漢
書
』
列
伝
十
三
一
世
伝
で
、
「
博
物
道
術
の
士

谷
子
雲
・
夏
賀
良
等
」
と
さ
れ
る
夏
賀
良
が
、
別
の
史
料
で
「
方
士
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
『
漢
書
』
王
葬
伝
で
「
道
士
」
と
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

西
門
君
恵
が
、
桓
謬
『
新
論
』
で
は
「
方
士
」
と
さ
れ
る
事
例
よ
り
、
「
道
術
の
士
」
1
1
道
士
陛
方
士
で
あ
り
、
道
術
1
1
方
術
と
考
え
た
の
で

あ
る
。
重
藤
氏
は
谷
永
（
目
谷
子
雲
）
を
も
「
方
士
化
し
た
儒
」
と
呼
び
、
方
士
は
儒
教
で
神
仙
思
想
を
潤
色
し
、
直
書
・
緯
書
を
偽
造
し
た

　
　
　
　
③

と
述
べ
る
。
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甘
藍
氏
の
、
方
士
を
媒
介
と
し
て
識
緯
思
想
と
神
仙
思
想
が
密
接
に
連
関
し
、
前
漢
か
ら
後
漢
に
か
け
て
の
思
想
界
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
④

し
た
と
す
る
考
え
方
は
、
こ
の
時
期
の
思
想
を
全
体
と
し
て
捉
え
る
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
視
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
結
果
と
し
て
は
、
識
緯

思
想
と
神
仙
思
想
の
混
乱
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
上
、
番
葉
氏
は
前
漢
末
の
著
名
な
儒
者
を
大
概
「
方
士
化
し
た

儒
」
と
呼
び
、
却
っ
て
「
方
士
」
「
方
術
」
の
概
念
を
も
あ
い
ま
い
に
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　
そ
の
後
の
研
究
で
も
、
「
方
術
」
（
お
よ
び
同
義
語
と
さ
れ
る
「
道
術
」
）
を
論
ず
る
場
合
、
『
後
漢
書
』
方
術
伝
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
術
を
基
準

に
、
「
方
術
」
の
内
容
を
、
天
文
・
暦
法
・
五
行
・
識
緯
・
医
術
・
巫
術
・
神
国
に
纏
る
雑
多
な
術
で
あ
る
と
定
義
し
、
神
仙
術
や
識
緯
を
含

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

む
、
方
士
の
行
う
も
ろ
も
ろ
の
人
並
み
は
ず
れ
た
神
秘
的
な
技
術
を
、
す
べ
て
ひ
っ
く
る
め
て
「
方
術
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

れ
ま
で
の
「
方
術
」
あ
る
い
は
「
道
術
」
に
関
す
る
研
究
は
、
歴
代
の
方
術
伝
・
芸
術
伝
を
検
討
し
た
り
、
神
仙
思
想
や
道
教
成
立
へ
の
興
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

か
ら
「
遵
術
」
と
い
う
言
葉
を
取
り
上
げ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
酒
井
忠
夫
氏
は
「
方
術
」
「
道
術
」
と
い
う
言
葉
自
体
を
考
察
し
、
「
道
術
」
と
は
聖
人
の
道
の
術
で
あ
り
、
前
漢
で
は

「
道
術
」
は
六
芸
に
基
づ
い
た
治
世
の
術
で
あ
っ
た
と
し
た
。
そ
し
て
、
根
本
で
あ
る
「
道
」
に
連
な
る
「
道
術
」
に
対
し
て
、
「
方
術
」
は

末
の
術
で
あ
り
、
方
量
道
な
ど
の
「
方
術
」
と
、
医
術
で
あ
る
「
医
方
術
」
と
に
分
か
れ
て
い
た
が
、
前
漢
ご
ろ
よ
り
合
体
し
て
さ
ら
に
巫

術
・
呪
術
を
含
む
よ
う
に
な
り
、
後
漢
に
入
る
と
識
緯
思
想
の
影
響
を
受
け
て
道
家
・
陰
陽
家
・
術
数
・
方
伎
（
神
仙
な
ど
）
・
巫
術
な
ど
を
総

合
し
て
い
き
、
こ
れ
を
「
方
術
」
ま
た
は
「
道
術
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
前
漢
に
お
い
て
は
別
々
の
も
の
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

た
「
道
術
」
と
「
方
術
」
が
、
後
漢
は
じ
め
に
は
神
仙
・
術
数
を
含
め
て
総
合
化
さ
れ
て
い
っ
た
と
す
る
。

　
酒
井
氏
の
、
前
漢
ま
で
は
「
道
術
」
と
「
方
術
」
が
違
う
も
の
を
指
す
、
と
の
指
摘
は
傾
聴
に
値
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
『
漢
書
』
中
に
お

い
て
使
用
さ
れ
る
「
道
術
」
と
「
方
術
」
の
用
法
を
比
較
し
た
と
き
、
一
層
明
ら
か
に
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
実
際
に
『
漢
書
睡
中
に
は
「
方
術
」
は
十
例
見
ら
れ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
術
を
指
す
の
か
わ
か
ら
な
い
一
例
を
除
い
て
、
他
は
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

べ
て
1
医
術
、
豆
鬼
神
祭
祀
、
皿
神
仙
術
の
ど
れ
か
に
分
類
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
方
「
道
術
」
十
五
例
の
う
ち
で
、
こ
の
王
H
蟹
の
意
味
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⑩

を
示
す
用
法
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
少
な
く
と
も
班
固
は
、
「
道
術
」
と
「
方
術
」
を
区
別
し
て
使
用
し
て
お
り
、
「
道
術
」
は
「
方
士
の
術
」
、

あ
る
い
は
「
神
仙
術
」
の
意
味
で
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
『
漢
書
的
中
に
現
れ
る
「
道
術
」
の
語
は
、
だ
い
た
い
前
漢
も
後
半
期
に
偏
り
、
お
お
む
ね
「
学
術
・
学
問
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

宣
帝
の
詔
勅
に
「
孝
武
皇
帝
は
仁
誼
を
躬
ら
し
、
…
…
天
地
の
礼
を
備
え
、
道
術
の
路
を
認
む
。
」
（
巻
七
十
五
夏
侯
勝
伝
）
と
あ
る
も
の
や
、
古

文
学
を
学
官
に
建
て
る
こ
と
を
求
め
る
劉
歌
を
評
し
て
、
漣
痕
が
「
歌
は
道
術
を
広
め
ん
と
欲
す
る
の
み
。
」
（
噌
漢
書
一
巻
三
六
劉
敵
伝
）
と
い

う
「
道
術
」
な
ど
も
、
学
問
・
経
学
、
つ
ま
り
六
経
の
術
（
あ
る
い
は
経
書
に
表
れ
る
先
聖
の
お
し
え
）
と
見
な
し
て
問
題
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

輔
政
の
任
に
当
た
っ
た
周
堪
や
孔
光
に
対
し
て
「
道
術
通
明
」
と
言
い
、
李
尋
は
「
徳
行
有
り
て
道
術
通
明
の
士
」
の
抜
擢
を
要
求
す
る
な
ど
、

単
な
る
机
上
の
学
問
で
は
な
く
、
実
際
的
な
政
治
能
力
を
も
含
む
言
葉
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
で
は
、
『
漢
書
』
に
先
立
つ
『
史
記
』
で
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
先
述
の
よ
う
に
「
道
術
扁
は
日
者
列
伝
に
二
例
し
か
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

し
か
も
、
そ
の
日
者
列
伝
は
真
に
司
馬
遷
の
筆
に
な
る
も
の
か
否
か
、
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
前
漢
の
武
帝
時
代
ご
ろ
ま
で
、
「
道
術
」

が
そ
れ
ほ
ど
～
般
的
な
奮
葉
で
は
な
か
っ
た
一
つ
の
証
拠
に
は
な
ろ
う
。

　
そ
も
そ
も
『
漢
書
』
以
前
に
は
、
「
道
術
」
は
儒
家
よ
り
も
む
し
ろ
道
家
の
書
籍
に
登
場
す
る
こ
と
が
多
く
、
本
来
「
経
書
の
術
」
を
指
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
「
道
術
」
の
お
そ
ら
く
最
も
早
い
例
は
、
㎎
墨
子
』
尚
賢
篇
の
、

　
　
況
や
又
た
賢
良
の
士
の
徳
行
に
厚
く
し
て
、
雷
談
に
弁
じ
、
道
術
に
博
き
者
に
お
い
て
を
や
。
此
れ
固
よ
り
国
家
の
珍
に
し
て
、
社
稜
の
佐
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

と
考
え
ら
れ
る
が
、
す
で
に
国
政
の
場
に
お
け
る
、
具
体
的
な
治
世
の
術
を
指
し
て
お
り
、
も
と
も
と
政
治
能
力
を
も
含
む
言
葉
で
あ
っ
た
こ

と
を
窺
わ
せ
る
。
『
呂
氏
春
秋
』
審
分
覧
・
執
一
で
も
、

　
　
田
騨
道
術
を
以
て
斉
王
に
説
く
。
金
泥
之
に
応
え
て
曰
く
、
「
寡
人
の
有
つ
所
の
者
は
母
国
な
り
。
願
わ
く
ば
斉
国
の
政
を
聞
か
ん
」
と
。
勝
対
え
て
曰

　
　
く
、
「
臣
の
言
は
、
政
無
く
し
て
而
も
以
て
政
を
得
る
べ
し
。
…
…
」

の
よ
う
に
、
「
道
術
」
は
道
家
の
政
治
術
で
あ
る
。
こ
の
点
は
儒
家
に
お
い
て
も
同
様
で
、
『
韓
詩
外
伝
隠
巻
六
に
、
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問
者
曰
く
、
古
の
道
を
知
る
者
を
謂
い
て
先
生
と
日
う
は
、
何
ぞ
や
と
。
猶
お
先
醒
と
早
う
が
ご
と
き
な
り
。
道
術
を
聞
か
ざ
る
の
人
は
、
則
ち
得
失
に

　
　
冥
し
。
乱
の
由
る
所
を
知
ら
ず
し
て
、
既
既
と
し
て
其
れ
猶
お
酔
え
る
が
ご
と
き
な
り
。

と
あ
る
が
、
ほ
ぼ
同
義
の
文
章
が
買
誼
『
新
書
嚇
に
懐
王
と
賞
誼
と
の
対
話
と
し
て
見
え
、
「
道
術
」
は
為
政
者
が
学
ぶ
べ
き
「
道
理
」
と
置

　
　
　
　
　
　
　
⑮

き
換
え
ら
れ
て
お
り
、
や
は
り
政
治
の
術
で
あ
り
、
先
聖
の
お
し
え
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
前
漢
宣
帝
国
の
『
愛
念
論
』
叢
論
篇

で
は
、

　
　
桑
大
夫
は
当
世
に
拠
り
、
事
変
に
合
し
、
道
術
を
推
し
、
権
利
を
尚
び
、
小
弁
を
群
略
す
。
正
法
に
非
ざ
る
と
錐
も
、
然
れ
ど
も
巨
儒
宿
学
悪
弊
と
し
て
、

　
　
自
ら
解
す
る
能
わ
ず
、
博
物
逓
達
の
士
と
謂
う
べ
し
。

と
、
法
家
官
僚
桑
弘
羊
を
「
推
道
術
」
と
称
し
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
「
正
法
に
非
ず
」
と
、
儒
家
の
桓
寛
は
桑
大
夫
に
批
判
の
目
を
向
け

て
お
り
、
こ
の
「
道
術
」
も
「
儒
家
の
経
書
の
道
」
で
は
な
く
、
実
際
の
政
治
上
の
具
体
的
な
政
策
能
力
を
賞
賛
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま

た
『
涯
繭
子
』
傲
真
訓
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
是
の
故
に
、
聖
人
は
内
に
道
術
を
修
め
て
、
外
に
仁
義
を
飾
ら
ず
、
耳
目
の
宜
し
き
を
知
ら
ず
し
て
、
精
神
の
和
に
遊
ぶ
。
然
る
者
の
若
き
は
、
下
は
三

　
　
泉
を
振
り
、
上
は
九
天
を
尋
ね
、
六
合
を
横
黒
し
、
万
物
を
諜
熱
す
。
此
れ
聖
人
の
游
な
り
。
夫
の
真
人
の
若
き
は
、
則
ち
至
虚
に
動
溶
し
て
、
滅
亡
の

　
　
野
に
游
び
、
蛮
廉
に
去
り
て
敦
圖
に
従
い
、
方
外
に
馳
せ
、
宇
内
に
休
み
、
十
日
中
燭
し
て
風
雨
を
使
い
、
雷
公
を
臣
と
し
、
脊
父
を
役
し
、
慾
妃
を
妾

　
　
と
し
、
織
女
を
妻
と
し
、
天
地
の
間
、
何
ぞ
以
て
其
の
志
を
歪
む
る
に
足
ら
ん
や
。

　
金
谷
治
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
『
准
南
子
瞼
で
は
現
実
の
実
践
的
目
標
と
し
て
の
聖
人
と
、
あ
ま
り
現
実
性
の
な
い
観
念
的
空
想
的
な
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

で
あ
る
真
人
と
を
区
別
し
て
い
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
「
道
術
」
と
は
実
践
可
能
な
「
聖
人
の
術
」
で
あ
り
、
仙
人
と
な
っ
て
飛
行
す
る
真
人

の
術
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
『
漢
書
』
以
前
の
「
道
術
」
は
、
墨
家
、
道
家
等
の
諸
子
の
学
派
に
拘
わ
ら
ず
、
広
く
使
用
さ
れ
、
神
仙
術
に
も
儒
家
の
「
経

書
の
術
」
に
も
固
定
さ
れ
ず
、
学
派
に
関
わ
り
な
く
政
治
の
術
で
あ
り
、
実
践
可
能
な
「
聖
人
の
術
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
儒
家
に
お
い
て
は
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特
に
六
経
の
術
を
指
し
た
の
で
あ
る
。
前
漢
の
後
半
以
降
は
儒
教
の
浸
透
に
伴
い
、
「
学
問
・
経
学
」
を
指
す
こ
と
が
自
然
と
多
く
な
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

　
①
『
荘
子
』
雑
篇
・
天
下
篇

　
　
　
　
天
下
之
治
方
術
者
多
突
。
皆
田
中
有
為
不
可
加
英
。
古
墨
所
謂
道
術
者
、
果

　
　
　
　
悪
乎
在
。

②
噌
後
漢
書
㎏
光
武
帝
紀
下
・
論

　
　
　
方
士
有
夏
賀
良
者
、
上
薬
哀
帝
、
云
漢
家
歴
運
中
盤
、
書
士
受
命
。

　
　
　
『
漢
書
隔
巻
九
九
下
　
王
島
伝
下

　
　
　
衛
将
軍
王
渉
、
素
養
道
士
西
門
君
恵
。

　
　
　
噸
太
平
御
覧
撫
七
二
〇
所
引
橿
謬
『
新
論
臨

　
　
　
曲
陽
本
誌
根
、
迎
方
士
西
門
君
恵
、
干
鯛
学
養
生
郁
老
謄
躍
。

③
縦
断
「
戦
国
秦
製
麺
方
士
考
論
」
（
『
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
一
七
、
一
九
四

　
八
）
、
同
「
論
早
期
識
緯
及
其
与
鄭
街
書
説
之
関
係
（
増
訂
本
）
」
と
も
に
㎎
古
識

　
緯
研
討
及
四
書
録
解
題
』
（
国
立
編
訳
館
、
～
九
九
一
）
所
収
。
宮
川
尚
志
氏
も

　
同
様
の
見
解
を
と
る
。
『
六
朝
史
研
究
臨
宗
教
篇
（
平
楽
寺
書
店
、
　
一
九
六
四
）

　
第
六
章
。

④
顧
頷
剛
糊
秦
漢
的
方
士
与
儒
生
㎞
（
小
倉
芳
彦
他
訳
『
中
国
古
代
の
学
術
と
政

　
治
』
再
版
、
大
緊
要
書
唐
、
一
九
九
王
）
も
、
識
緯
の
制
作
者
を
方
士
で
あ
る
と

　
述
べ
る
。

⑤
坂
出
祥
伸
「
方
術
伝
の
成
立
と
そ
の
性
格
」
（
『
中
国
古
代
の
占
法
一
技
術
と

　
呪
術
の
周
辺
－
内
廓
文
選
書
四
九
、
　
一
九
九
一
）
は
、
方
術
伝
を
術
数
家
の
伝

　
と
捉
え
、
そ
の
術
数
の
範
囲
を
明
漢
書
蜘
芸
文
志
の
数
華
麗
と
方
技
略
お
よ
び
諸

　
子
略
申
の
陰
陽
家
・
小
説
家
を
含
め
て
規
定
し
て
い
る
。
つ
ま
り
坂
出
氏
の
分
類

　
で
は
、
天
文
暦
法
家
も
医
者
も
神
倦
家
も
術
数
家
で
あ
り
方
術
家
と
な
る
。

⑥
坂
出
氏
前
掲
論
文
。
中
村
璋
八
「
中
国
思
想
史
に
お
け
る
術
数
」
（
噸
東
洋
の
思

　
想
と
宗
教
幅
一
四
、
～
九
九
七
）
。
山
田
利
明
「
誕
怪
不
経
の
正
史
1
『
後
漢

　
書
』
方
術
伝
の
哲
学
1
」
（
隅
中
国
研
究
集
刊
睡
二
　
、
　
九
九
七
）
。

⑦
津
田
左
右
吉
「
神
倦
思
想
の
研
究
」
（
噸
全
集
』
第
一
〇
巻
、
岩
波
書
店
、
　
九

　
六
四
。
噌
満
鮮
地
理
歴
史
研
究
報
告
』
一
〇
号
、
一
九
二
四
原
載
）
、
同
『
道
家
の

　
思
想
と
そ
の
農
開
㎞
（
㎎
全
集
』
第
一
単
巻
）
、
武
内
義
雄
『
神
道
説
㎞
（
岩
波
講
座

　
東
洋
思
潮
、
～
九
三
五
）
。
陳
国
符
『
道
蔵
源
流
孜
』
増
訂
版
下
冊
「
附
録
二

　
道
申
威
柚
創
記
偏
（
中
華
書
局
、
　
一
九
割
目
三
）
。

⑧
酒
聾
忠
夫
「
方
術
と
道
術
」
（
東
京
教
育
大
学
東
洋
史
学
研
究
室
編
『
東
洋
史

　
学
論
集
』
清
水
書
院
、
一
九
五
三
）
、
酒
井
忠
夫
・
福
井
文
雅
「
道
教
と
は
何
か

　
…
道
教
・
道
家
・
道
術
・
道
士
1
」
（
隅
道
教
の
総
合
的
研
究
撫
国
書
刊
行
会
、

　
一
九
七
七
）
。

⑨
『
漢
書
』
に
見
え
る
「
方
術
」
の
用
例
は
、
以
下
の
十
例
で
あ
る
が
、
強
い
て

　
区
分
す
れ
ば
、
1
医
術
の
意
味
。

　
①
徴
天
下
通
知
逸
経
・
古
記
・
天
文
・
暦
算
・
鍾
律
・
小
学
・
史
篇
・
方
術
・

　
　
本
草
及
五
経
・
論
語
・
写
経
・
爾
雅
教
授
者
、
在
所
為
駕
一
封
朝
伝
、
遣
詣
京

　
　
師
。
至
悪
数
千
人
。
（
巻
一
二
平
帝
紀
・
元
始
五
年
条
）

　
②
（
息
夫
）
躬
与
（
孫
）
寵
謀
日
、
「
上
亡
継
嗣
、
体
久
不
平
、
関
東
諸
侯
、

　
　
心
争
陰
謀
。
…
…
東
平
王
雲
以
故
与
其
后
日
夜
祠
祭
旧
誼
上
、
欲
求
非
望
。
而

　
　
后
舅
伍
単
記
因
方
術
以
下
技
得
幸
、
出
入
禁
門
。
…
…
」
（
巻
四
五
息
夫
躬
伝
）

　
③
楼
九
字
君
卿
、
斉
人
。
警
世
医
也
、
護
少
随
父
為
医
長
安
、
出
入
貴
戚
家
。

　
　
護
講
医
経
・
本
草
・
方
術
数
十
万
言
、
長
者
成
獣
重
之
。
（
巻
九
二
滋
侠
・
楼

　
　
護
伝
）

　
　
　
H
鬼
神
祭
祀
の
田
…
法
。
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④
成
帝
末
年
頗
好
鬼
神
、
亦
以
無
継
嗣
故
、
多
上
書
署
祭
祀
方
術
者
、
皆
得
待

　
　
詔
、
山
祭
上
林
血
中
長
安
城
労
、
費
用
甚
多
、
然
遠
大
貴
盛
者
。
（
巻
二
五

　
　
下
・
岩
端
志
下
）

⑤
哀
帝
即
位
、
寝
疾
、
博
徴
方
術
士
、
京
師
諸
県
皆
有
無
祠
使
者
、
尽
復
前
世

　
　
所
常
興
諸
神
祠
官
、
凡
七
百
余
所
、
一
歳
三
万
七
千
祠
云
。
（
同
上
）

　
　
　
皿
神
仙
術
の
意
。

⑥
楽
器
侯
詳
説
、
以
方
術
詔
令
園
丁
、
王
千
戸
。
（
巻
一
八
外
戚
恩
沢
侯
表
）

⑦
上
復
興
神
髄
方
術
之
事
、
動
議
南
有
枕
中
戦
訓
苑
秘
書
。
書
雷
神
倦
使
鬼
物

　
　
為
金
之
術
、
及
郷
街
重
道
延
命
方
、
世
人
爆
風
、
而
更
生
父
徳
武
帝
疇
治
潅
南

　
　
獄
蓋
置
書
。
更
生
幼
難
読
調
、
以
為
奇
、
献
之
、
書
黄
金
可
成
。
（
巻
三
六
劉

　
　
向
伝
）

　
⑧
招
致
賓
客
方
術
藩
士
数
千
人
、
作
為
内
書
二
十
一
篇
、
外
書
甚
衆
、
又
有
中

　
　
篇
八
巻
、
言
神
仙
黄
白
之
術
、
亦
二
十
余
万
言
。
（
巻
四
四
潅
南
王
劉
安
伝
）

　
⑨
　
　
（
王
）
葬
日
韓
方
士
源
書
画
君
等
於
後
宮
業
主
方
術
、
縦
淫
楽
焉
。
（
巻
九

　
　
九
下
・
王
葬
伝
下
）

　
　
　
W
不
明
で
は
あ
る
が
、
上
の
三
つ
の
意
味
の
ど
れ
か
に
は
あ
て
は
ま
る
と
思

　
　
わ
れ
る
も
の
。

　
⑩
元
光
六
年
入
朝
、
謁
者
衛
慶
有
方
術
、
欲
上
書
事
天
子
、
王
怒
、
故
劾
慶
死

　
　
罪
、
局
留
服
之
。
（
巻
四
四
衡
山
王
劉
賜
伝
）

　
　
と
な
る
。
②
以
外
は
す
べ
て
班
固
の
地
の
文
で
あ
る
。
顧
額
剛
『
秦
漢
的
方
士

　
　
与
儒
生
輪
第
五
章
で
、
顧
氏
は
方
士
を
①
召
鬼
神
、
②
錬
丹
沙
、
③
候
神
に
分

　
　
類
し
て
い
る
が
、
筆
者
は
煉
丹
を
房
中
術
な
ど
と
と
も
に
神
仙
術
（
神
仙
に
会

　
　
つ
た
り
、
仙
薬
を
作
っ
て
神
仙
と
な
る
術
）
に
分
類
し
、
他
に
医
術
と
祭
祀
と

　
　
の
三
つ
に
分
類
し
た
。

⑩
咽
漢
書
』
に
見
え
る
「
道
術
扁
の
語
を
列
挙
す
る
。

　
①
初
太
公
（
薩
呂
尚
）
治
斉
、
修
道
術
、
尊
賢
智
、
賞
有
功
、
故
至
今
其
土
多

　
好
馬
術
、
衿
功
名
、
箭
緩
闊
達
而
足
智
。
（
巻
二
八
下
・
地
理
志
下
）

②
方
今
去
聖
久
遠
、
道
術
鋏
廃
、
無
所
更
索
、
彼
画
家
者
、
不
猶
瘡
於
野
乎
？

　
若
能
修
六
芸
之
術
、
而
観
此
九
家
之
言
、
舎
短
取
長
、
認
可
以
通
万
方
之
略
実
。

　
（
巻
三
〇
芸
文
志
）
、

③
図
譜
者
、
…
…
道
之
鯨
帯
、
患
出
於
小
人
而
強
欲
知
天
道
者
、
壊
大
以
為
小
、

　
酬
遠
以
為
近
、
是
以
道
術
破
碑
而
難
知
也
。
（
同
右
。
）

④
乃
悶
下
学
霞
、
「
河
東
太
守
（
周
）
堪
、
先
帝
賢
之
、
命
而
博
論
。
資
質
淑

　
茂
、
道
術
通
明
、
論
議
正
臓
、
乗
心
有
常
、
発
憤
個
幅
、
信
有
憂
国
之
心
。

　
・
：
・
：
」
（
巻
三
六
劉
向
伝
）

⑤
陵
夷
至
子
暴
秦
、
播
経
書
、
殺
二
士
、
設
郵
書
諸
法
、
行
是
講
掛
罪
、
道
術

　
・
田
日
疋
遂
滅
。
（
巻
～
二
六
劉
一
猷
伝
、
「
仙
移
譲
太
常
博
士
書
」
）

⑥
及
濡
者
師
丹
為
大
司
空
、
亦
大
豆
、
奏
散
改
乱
篭
章
、
非
殿
先
帝
所
立
。
上

　
（
口
癖
帝
）
巳
、
「
散
皿
形
道
術
、
亦
何
以
為
非
殿
哉
。
」
（
同
右
）

⑦
於
是
皆
選
天
下
之
良
士
孝
悌
博
聞
有
道
術
者
以
輔
翼
之
、
使
与
太
子
居
処
出

　
入
。
（
巻
四
八
賢
誼
伝
、
上
疏
）

⑧
開
於
道
術
知
誼
六
指
、
則
教
之
力
也
。
（
同
右
・
つ
づ
き
）

⑨
　
齢
是
四
方
道
術
之
人
不
遠
千
里
、
或
有
先
祖
旧
書
、
多
色
以
奏
聞
王
者
、
故

　
得
釜
山
、
与
漢
讃
等
。
（
巻
五
三
河
間
献
王
劉
徳
伝
）

⑩
武
帝
時
、
献
王
来
朝
、
献
雅
楽
、
対
三
岡
宮
及
詔
繊
麗
問
三
十
余
事
。
其
対

　
携
道
術
而
言
、
得
事
之
中
、
文
約
指
明
。
（
同
右
）

⑪
宣
帝
初
即
位
、
薄
遇
先
帝
、
詔
丞
相
・
御
史
日
、
「
…
…
協
音
律
、
造
楽
歌
、

　
薦
上
帝
、
封
太
山
、
立
明
堂
、
改
正
朔
、
易
服
色
。
明
開
聖
緒
、
尊
賢
顕
功
、

　
興
勝
継
絶
、
褒
周
之
後
。
備
天
地
之
礼
、
広
道
術
之
路
。
…
…
」
（
巻
七
五
夏

　
侯
勝
伝
）

⑫
宜
少
抑
外
親
、
選
練
左
右
、
挙
有
徳
行
道
切
通
明
之
士
充
備
議
官
、
然
後
可

　
以
輔
聖
徳
、
保
帝
位
、
承
大
宗
。
（
巻
七
五
李
尋
伝
・
上
疏
）
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漢代における「道術」の展開（保科）

　
⑬
　
　
（
張
）
博
知
王
（
謄
潅
陽
王
）
意
動
、
復
皆
労
寧
日
、
「
…
…
北
游
燕
趙
、

　
　
欲
循
行
雨
浮
生
幽
隠
之
士
、
聞
斉
有
半
先
生
者
、
善
為
司
馬
兵
法
、
大
将
之
材

　
　
也
、
博
得
謁
見
、
承
黒
蝿
問
五
帝
三
王
究
寛
要
道
、
卓
爾
非
世
俗
之
所
知
。

　
　
…
…
魍
先
生
蓄
積
道
術
、
書
無
国
有
、
願
知
大
開
所
好
、
講
本
韓
上
。
偏
（
巻
八

　
　
○
准
陽
憲
王
劉
欽
伝
）

　
⑭
於
是
淫
陽
罫
書
免
冠
稽
首
謝
田
、
「
奉
藩
感
状
、
醜
悪
暴
列
、
陛
下
不
忍
致

　
　
法
、
加
大
恩
、
遣
使
者
申
諭
道
術
守
藩
之
義
。
…
…
」
（
同
右
）

　
⑮
太
后
詔
B
、
「
太
怪
光
、
聖
人
之
後
、
先
師
之
子
、
徳
行
純
淑
、
道
術
通
明
、

　
　
居
四
輔
職
、
輔
道
子
帝
。
…
…
」
（
巻
八
一
孔
光
伝
）

　
以
上
の
十
五
例
で
あ
る
。
う
ち
①
②
③
⑨
⑩
が
班
固
の
地
の
文
（
た
だ
し
②
③
は

　
軍
歌
『
七
略
隔
の
文
を
継
承
し
た
と
言
わ
れ
る
）
で
あ
る
。
⑬
の
綱
先
生
は
い
わ

　
ゆ
る
「
方
士
」
に
類
す
る
入
物
と
も
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
門
道
術
扁
は
神
仙
術
を

　
指
し
て
は
い
な
い
。

⑪
小
竹
武
夫
訳
魍
漢
書
臨
（
ち
く
ま
文
庫
、
一
九
九
七
～
九
八
）
参
照
。

⑫
噸
史
記
会
注
考
証
隔
。
た
だ
し
滝
川
亀
太
郎
は
楮
少
孫
の
補
筆
以
前
に
加
え
ら

　
れ
て
い
た
と
推
測
し
て
い
る
。
も
し
そ
う
な
ら
ば
、
前
漢
の
宣
帝
時
代
前
後
に
は

　
付
加
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

⑬
儒
家
で
は
噸
荷
子
』
哀
公
篇
に
用
例
が
あ
る
が
、
『
荷
子
駈
の
末
尾
数
編
は
成

二
　
後
漢
の
「
道
術
」
と
有
道

　
立
年
代
が
確
定
で
き
な
い
。
道
家
で
は
『
荘
子
臨
の
、
も
っ
と
も
荘
子
本
人
の
思

　
想
に
近
い
と
さ
れ
る
内
篇
・
大
宗
師
に
、
「
魚
相
忘
乎
江
湖
、
人
相
忘
乎
道
術
。
」

　
が
あ
る
。
こ
の
外
、
雑
輩
の
天
下
篇
に
八
例
も
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
ま

　
た
成
立
年
代
に
疑
問
が
あ
る
。
武
内
義
雄
「
読
癖
繰
言
」
（
『
全
集
隔
第
六
巻
「
諸

　
子
篇
」
一
）
参
照
。

⑭
こ
の
門
道
術
扁
を
浅
野
裕
一
氏
は
、
轟
道
睡
は
そ
れ
に
沿
っ
て
す
す
め
ば
、
人

　
間
や
社
会
が
正
し
く
目
標
地
点
に
到
達
し
う
る
一
定
の
道
筋
、
道
理
。
『
術
㎞
は
、

　
道
を
外
れ
ぬ
よ
う
誘
導
す
る
た
め
の
具
体
的
技
術
・
方
策
。
扁
と
解
釈
し
て
い
る

　
（
『
墨
子
臨
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
八
）
。

⑮
賢
誼
『
新
書
幅
国
母
先
醒

　
　
　
懐
王
問
日
於
賀
君
、
人
之
慧
知
道
者
為
先
生
、
何
也
。
責
君
対
日
、
此
博
号

　
　
　
也
。
編
者
在
人
主
、
打
者
在
卿
大
夫
、
下
生
在
布
衣
千
早
。
乃
其
正
名
、
非

　
　
　
為
先
生
也
、
為
先
醒
也
。
彼
世
主
不
学
道
理
、
則
曝
然
幡
得
失
、
不
知
治
乱

　
　
　
存
亡
之
所
由
、
然
憧
憧
其
猶
酔
也
。
…
：

　
　
テ
キ
ス
ト
は
『
閣
部
離
業
輪
本
に
依
る
。

⑯
金
谷
治
『
准
南
子
の
思
想
－
老
荘
的
世
界
…
』
（
講
談
社
学
術
文
庫
、
一

　
九
九
二
）
一
三
六
頁
。
氏
は
こ
こ
で
は
「
道
術
」
を
「
即
ち
道
の
働
き
に
応
じ
た

　
術
」
と
述
べ
る
。

　
前
章
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
噸
漢
書
』
に
見
え
る
前
漢
後
半
期
の
「
道
術
」
は
、

と
こ
ろ
が
、
前
漢
の
最
末
期
か
ら
後
漢
代
の
史
料
に
見
え
る
「
道
術
」
に
は
、
単
な
る

と
え
ば
、
『
後
漢
紀
』
巻
一
八
順
帝
紀
上
所
引
華
嬌
『
後
漢
書
』
に
、

お
も
に
「
経
学
・
学
問
」
と
訳
す
こ
と
が
で
き
る
。

「
学
問
・
経
学
」
で
は
訳
し
き
れ
な
い
例
が
あ
る
。
た
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漢
の
十
葉
、
王
葬
位
を
纂
う
も
、
聞
く
な
ら
く
道
術
の
士
西
門
君
恵
・
李
守
等
、
多
く
識
を
称
し
て
「
劉
秀
天
子
と
為
る
。
」
と
云
う
と
。

と
あ
り
、
ま
た
前
章
に
す
で
に
挙
げ
た
『
後
漢
書
』
餐
融
伝
の
「
博
物
道
術
の
士
谷
子
雲
・
無
縫
良
」
な
ど
、
漢
の
再
興
を
予
言
し
た
人
物
を

「
道
術
の
士
」
と
呼
ん
で
い
る
。
彼
ら
は
単
な
る
儒
者
で
は
な
く
、
夏
干
良
が
他
の
史
料
で
「
方
士
」
と
呼
ば
れ
、
西
門
君
恵
が
「
道
士
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

さ
れ
て
い
る
の
は
、
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
「
道
術
」
が
予
言
と
関
係
す
る
こ
と
で
あ
る
。
谷
永
は
「
其
の
天
官
・
白
銀
易
に
於
け
る
や
最
も
密
」
（
噌
漢
書
』

巻
八
五
谷
永
伝
）
で
、
漢
の
阻
は
三
七
、
つ
ま
り
建
国
か
ら
二
百
十
歳
の
時
で
あ
る
、
と
予
言
し
た
。
客
車
良
は
糊
天
官
暦
』
『
包
元
太
詩
経
馳

よ
り
漢
家
の
聖
運
が
中
豊
す
る
と
予
言
し
、
哀
帝
に
再
受
命
を
勧
め
て
い
る
（
巻
七
五
李
尋
伝
）
。
西
門
君
恵
は
「
天
文
補
記
を
好
み
」
（
巻
九
九

下
・
平
等
伝
下
）
、
や
は
り
劉
氏
の
復
興
を
予
言
し
て
劉
敵
に
挙
兵
を
勧
め
、
李
守
も
「
初
め
劉
獣
に
事
え
、
星
暦
識
記
を
好
み
」
、
子
の
李
通

に
対
し
、
「
劉
氏
復
た
興
り
、
李
氏
輔
と
為
る
。
」
と
識
を
語
っ
て
い
た
と
い
う
（
『
後
漢
書
』
列
伝
五
宝
通
謀
）
。
こ
の
他
、
光
武
帝
の
即
位
を
予

言
し
た
察
少
公
は
、
圃
後
漢
書
』
巻
一
光
武
帝
紀
で
は
「
土
人
血
清
公
、
道
術
の
士
な
り
」
と
番
う
が
、
欄
後
漢
書
』
列
伝
五
郡
農
伝
に
は
「
頗

る
五
識
を
学
ぶ
」
と
さ
れ
る
例
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
道
術
の
士
」
は
い
ず
れ
も
、
天
文
・
星
暦
・
易
・
識
緯
な
ど
の
知
識
を
用
い
て
予
輩
を

す
る
人
物
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
『
東
観
漢
記
協
黄
香
伝
で
は
、

　
　
黄
香
古
今
を
知
り
、
群
書
を
記
し
て
渉
猟
せ
ざ
る
は
無
く
、
兼
ね
て
図
識
・
感
官
・
星
気
・
呂
律
・
暦
算
を
好
み
、
道
術
を
窮
極
す
。
京
師
号
し
て
曰
く
、

　
　
　
「
天
下
に
双
ぶ
無
し
、
江
夏
の
黄
童
」
と
。
（
『
太
平
御
覧
』
巻
二
一
五
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
す
る
部
分
を
、
『
後
漢
書
』
は
「
兼
好
図
識
・
天
暦
・
星
気
・
終
止
・
暦
算
」
を
省
略
し
、
「
究
精
道
術
」
と
の
み
述
べ
、
「
道
術
」
が
す
で

に
こ
れ
ら
の
学
を
含
む
の
で
、
敢
え
て
省
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
に
、
噸
後
漢
紀
』
巻
二
二
桓
帝
紀
下
に
「
河
内
の
速
成
、
道
術
の
士
な

り
。
」
と
あ
る
張
芝
は
、
『
後
漢
書
』
列
伝
五
七
夏
菊
列
伝
に
は
「
善
く
風
角
を
説
く
」
と
さ
れ
て
い
る
。
以
上
を
総
合
す
る
と
、
前
漢
末
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

後
漢
に
か
け
て
の
「
道
術
」
と
は
易
・
識
緯
・
天
文
・
鐘
律
・
暦
算
・
風
角
の
学
で
あ
り
、
み
な
『
漢
書
』
芸
文
志
の
術
数
略
の
天
文
・
暦
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譜
・
五
行
・
著
醜
・
雑
占
・
形
相
の
申
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
後
異
型
』
巻
一
八
順
帝
紀
上
に
、

　
　
　
（
陽
嘉
二
年
夏
四
月
、
）
阿
廻
章
蛾
に
爵
し
て
山
陽
君
と
為
す
。
尚
書
左
雄
諌
め
て
曰
く
、
「
臣
聞
く
な
ら
く
、
高
祖
約
す
ら
く
、
盛
挙
に
感
ず
ん
ば
王
た

　
　
ら
し
め
ず
、
功
臣
に
非
ず
ん
ば
封
ぜ
ざ
れ
、
と
。
孝
安
皇
帝
江
京
・
王
聖
堂
を
封
ず
れ
ば
、
皆
な
地
震
の
異
有
り
。
永
建
二
年
、
陰
謀
の
功
を
封
ず
れ
ば
、

　
　
又
た
日
蝕
の
変
有
り
。
道
術
に
通
ず
る
の
士
、
或
い
は
封
爵
の
時
な
ら
ざ
る
の
餐
に
帰
す
。
…
…
」

と
あ
る
尚
書
左
雄
の
上
疏
が
、
咽
後
漢
書
』
左
雄
伝
で
は
、

　
　
永
建
二
年
、
陰
謀
の
功
を
封
ず
れ
ば
、
又
た
日
蝕
の
変
有
り
。
数
術
の
士
、
威
な
餐
を
封
爵
に
帰
す
。

と
、
「
通
道
術
之
士
」
が
「
数
術
の
士
」
に
置
き
換
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

　
つ
ま
り
、
前
漢
末
か
ら
後
漢
に
か
け
て
、
「
道
術
」
と
は
「
術
数
」
と
奮
い
換
え
可
能
な
言
葉
で
あ
り
、
「
道
術
」
は
天
文
・
暦
算
・
易
な
ど

の
術
数
や
識
緯
の
知
識
を
用
い
て
災
異
や
未
来
に
つ
い
て
述
べ
る
学
問
で
あ
る
と
結
論
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
藤
代
の
術
数
学
に
つ
い
て
は
、
木
村
英
一
氏
の
先
駆
的
な
論
文
が
あ
り
、
そ
こ
で
木
村
氏
は
術
数
学
を
、
「
い
つ
れ
も
何
等
か
の
意
味
で
の

自
然
と
人
間
と
の
相
関
響
応
的
構
造
を
も
つ
宇
宙
観
を
根
底
と
し
て
居
り
、
そ
の
基
礎
の
上
に
於
い
て
、
或
は
天
文
の
観
測
、
或
は
暦
法
の
計

算
、
或
は
五
行
の
推
演
、
或
は
著
継
の
象
数
、
或
は
雑
占
の
象
徴
、
或
は
事
物
の
形
法
、
と
い
ふ
様
な
種
々
の
実
証
的
・
合
理
的
方
法
を
手
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

と
し
て
、
人
間
の
吉
凶
禍
福
を
合
理
的
に
計
量
し
て
知
る
学
術
で
あ
る
」
と
定
義
づ
け
て
い
る
。
こ
の
定
義
は
、
易
や
天
文
を
も
と
に
漢
の
再

興
を
予
言
し
た
「
道
術
の
士
」
に
、
ぴ
っ
た
り
と
あ
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。

　
そ
し
て
こ
の
「
道
術
」
は
、
け
し
て
後
漢
に
突
然
出
現
し
た
も
の
で
は
な
く
、
先
に
述
べ
た
『
漢
書
』
中
に
現
れ
る
「
学
問
」
や
「
聖
入
の

術
」
と
し
て
の
「
道
術
」
の
延
長
上
に
位
置
す
る
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
『
漢
書
臨
芸
文
志
・
術
数
略
中
の
暦
譜
序
に
は
、

　
　
暦
譜
と
は
、
四
時
の
位
を
序
し
、
分
至
の
節
を
正
し
、
日
月
五
星
の
辰
を
会
し
、
以
て
寒
暑
殺
生
の
実
を
考
う
る
な
り
。
故
に
聖
王
は
必
ず
暦
数
を
正
し
、

　
　
以
て
三
統
紅
色
の
制
を
定
め
、
ま
た
以
て
五
星
日
月
の
会
を
探
知
す
。
凶
随
の
患
、
吉
隆
の
喜
、
其
の
術
皆
な
焉
よ
り
出
づ
。
此
れ
聖
人
知
命
の
術
な
り
。

　
　
天
下
の
至
材
に
非
ざ
れ
ば
、
其
れ
託
れ
か
焉
に
与
ら
ん
。
道
の
留
る
る
や
、
患
は
小
人
よ
り
出
で
て
強
い
て
天
道
を
知
ら
ん
と
欲
す
る
者
は
、
大
を
壊
り
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て
以
て
小
と
為
し
、
遠
き
を
削
り
て
以
て
近
き
と
為
し
、
是
を
以
て
道
術
破
砕
し
て
知
り
難
き
な
り
。

と
、
暦
の
学
が
「
聖
人
知
命
の
術
」
で
あ
り
「
道
術
扁
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
劉
獣
に
よ
っ
て
六
経
の
筆
頭
に
あ
げ
ら
れ
た
易
が
、

術
数
寒
中
の
盲
亀
に
『
周
易
』
三
十
八
巻
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。
『
漢
書
』
に
現
れ
る
「
道
術
」
と
は
、
「
聖
人
知
命
の
術
」
と
し
て
術
数

的
な
学
問
を
そ
の
中
に
包
含
し
た
「
儒
学
」
で
あ
り
、
明
ら
か
に
『
後
漢
書
睡
中
の
予
言
と
関
わ
る
「
道
術
」
へ
と
連
続
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
後
漢
に
お
け
る
「
道
術
」
は
き
わ
め
て
政
治
に
密
着
し
た
学
問
で
あ
り
、
後
漢
時
代
に
は
「
道
術
の
士
」
が
察
挙
の
対
象
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

つ
た
。
こ
れ
ま
で
の
察
挙
制
度
の
研
究
で
は
、
こ
の
「
道
術
」
は
「
道
徳
・
学
問
」
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
が
、
む
し
ろ
術
数
や
識
緯
の
学
を
指

す
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
道
術
の
士
」
を
察
挙
さ
せ
た
最
も
早
い
例
は
、
後
漢
の
安
帝
永
初
元
年
（
一
〇
七
）
だ
が
、
そ
の
翌
永
初
二
年
（
～
○
八
）
の
詔
に
は
、

　
　
秋
七
月
戊
辰
、
詔
し
て
曰
く
、
「
昔
、
帝
王
天
を
承
け
て
民
を
理
む
に
、
旋
機
玉
璽
に
拠
り
て
以
て
軍
政
を
算
え
ざ
る
は
美
し
。
…
…
間
ご
ろ
公
卿
郡
国

　
　
を
し
て
賢
良
方
正
を
挙
げ
し
め
、
遠
求
藁
蕎
し
て
恵
ま
ざ
る
の
路
を
開
き
、
至
謀
を
得
て
以
て
逮
ば
ざ
る
を
竪
が
み
ん
こ
と
を
誓
う
。
而
れ
ど
も
対
う
る

　
　
所
は
皆
な
浮
書
を
循
蔑
し
、
卓
爾
た
る
異
聞
無
し
。
其
れ
百
僚
及
び
郡
国
の
褄
黒
、
道
術
有
り
て
宍
異
陰
陽
の
度
・
旋
機
の
数
に
明
習
せ
る
者
は
、
各
お

　
　
の
変
を
指
し
て
以
て
聞
せ
し
め
よ
。
…
…
」
と
。
（
『
後
漢
書
瞼
安
帝
紀
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

と
あ
り
、
天
文
観
測
機
で
あ
る
渾
天
儀
の
扱
い
に
習
熟
し
た
者
、
つ
ま
り
天
文
観
測
の
技
術
を
持
つ
人
物
を
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
尚
書
を
選

ぶ
際
に
、
「
道
術
」
の
能
力
が
問
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
狸
醐
伝
に
見
え
る
。

　
　
時
に
尚
書
歓
有
れ
ば
、
将
・
大
夫
・
六
警
石
以
上
に
詔
し
て
政
事
・
天
文
・
道
術
を
試
対
せ
し
め
、
高
第
者
を
以
て
之
に
補
さ
ん
と
す
。
酌
自
ら
能
の
高

　
　
き
を
侍
む
も
、
而
れ
ど
も
故
の
太
史
令
孫
驚
の
恐
る
ら
く
は
其
の
先
に
用
い
ら
れ
ん
こ
と
を
忌
め
ば
、
乃
ち
往
き
て
諮
を
候
う
。
既
に
坐
し
、
言
の
及
ぶ

　
　
所
無
く
、
唯
だ
涕
泣
流
連
た
る
の
み
。
撚
怪
し
み
て
之
に
問
え
ば
、
瀦
田
く
、
「
図
書
に
有
り
、
漢
窯
孫
登
将
に
才
智
を
以
て
中
富
の
為
に
害
せ
ら
れ
ん

　
　
と
す
、
と
。
君
の
表
相
を
観
る
に
、
当
に
之
に
応
ず
べ
き
に
似
た
り
。
…
…
」
と
。
麓
、
憂
催
し
、
病
を
移
し
て
試
せ
ず
。
是
に
由
り
て
酬
の
対
第
一
な

　
　
れ
ば
、
尚
書
を
拝
す
。
（
璽
後
漢
書
撫
列
伝
三
八
餐
繭
伝
）
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狸
酪
は
、
ラ
イ
バ
ル
の
孫
整
を
ペ
テ
ン
に
か
け
て
、
ま
ん
ま
と
尚
書
の
ポ
ス
ト
を
射
止
め
た
わ
け
だ
が
、
饗
酪
が
恐
れ
た
孫
驚
は
、
か
つ
て

天
文
観
測
や
暦
の
作
成
を
司
る
太
史
令
で
あ
っ
た
。
「
道
術
」
の
選
挙
に
お
い
て
、
天
文
暦
法
学
な
ど
の
術
数
の
知
識
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
九
八
二
年
に
幽
東
省
よ
り
出
土
し
た
『
王
舎
人
残
碑
臨
（
永
田
英
正
編
『
漢
代
石
刻
集
成
鳳
同
朋
舎
、
　
二
二
）
に
は
、

　
　
…
…
若
指
諸
掌
、
念
在
探
噴
索
隠
、
窮
道
極
術
、
：
・

　
　
…
…
霊
秘
、
逸
之
宏
議
、
儒
林
楷
式
、
時
君
偉
之
、
郡
…
…

　
　
…
…
台
之
格
、
展
渾
儀
之
枢
、
考
異
察
変
、
輔
抗
疏
陳
表
、
：
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

と
あ
り
、
こ
の
王
舎
人
は
天
体
観
測
に
携
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
「
窮
道
極
術
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
裡
酌
量
に
「
政
事
・
天
文
・

道
術
」
と
天
文
と
「
道
術
」
が
区
別
し
て
試
験
さ
れ
、
ま
た
安
帝
の
詔
に
も
「
遵
術
有
り
て
突
舞
陰
陽
の
度
・
旋
機
の
数
に
明
習
せ
る
者
」
と

あ
り
、
「
道
術
」
と
天
文
学
の
技
術
・
知
識
は
全
く
イ
コ
ー
ル
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
「
道
術
」
と
は
天
文
の
観
測
結
果
を
通
し
て
現
在
の
政

治
に
指
針
を
示
し
得
る
能
力
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
災
異
の
原
因
や
対
処
法
を
述
べ
、
災
変
を
予
知
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
『
後
漢
書
』
列
伝
六
九
上
・
儒
林
伝
に
は
、
孔
僖
の
子
季
彦
が
「
道
術
有
る
の
士
」
と
し
て
安
帝
の
諮
問
に
与
っ
た
と
あ
る
。

　
　
延
光
元
年
、
河
西
大
い
に
電
を
陣
し
、
大
な
る
者
は
斗
の
如
し
。
安
帝
道
術
有
る
の
士
に
算
し
て
耳
管
を
極
陳
せ
し
め
、
乃
ち
季
彦
を
召
し
て
徳
陽
殿
に

　
　
見
え
、
帝
親
ら
其
の
故
を
問
う
。

　
ま
た
前
述
の
『
王
舎
人
残
碑
』
で
も
、
「
異
を
考
え
変
を
察
す
れ
ば
、
軌
ち
抗
坐
し
て
表
を
陳
ぶ
」
と
あ
り
、
上
記
の
推
測
を
裏
付
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
安
帝
位
光
元
年
（
＝
二
）
に
「
有
道
之
士
」
を
豊
艶
し
、
以
後
、
「
有
道
」
が
蔓
紫
の
草
名
と
な
る
が
、
後
漢
代
の
史
料
よ
り
作
成
し
た

「
有
道
被
察
立
者
表
」
に
拠
れ
ば
、
京
氏
易
を
学
ん
だ
者
が
五
人
、
識
緯
（
上
図
洛
書
・
七
緯
・
援
神
契
な
ど
）
が
十
一
人
、
天
文
暦
算
（
士
官
・

星
算
・
暦
数
な
ど
）
が
八
人
、
風
角
（
風
隅
）
が
七
人
お
り
、
そ
の
他
「
細
心
」
や
公
羊
学
を
治
め
て
災
異
に
詳
し
い
人
物
が
察
挙
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

そ
の
う
ち
、
筍
爽
は
識
緯
に
批
判
的
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
し
か
し
、
一
方
で
彼
は
象
五
聖
の
大
家
で
あ
る
。
李
南
・
糞
英
・
董
扶
は
『
後

漢
書
』
方
術
伝
に
書
伝
さ
れ
、
呉
範
は
三
国
・
呉
で
活
躍
し
た
占
術
家
で
あ
り
、
「
有
道
」
の
墨
書
只
者
の
多
く
は
予
言
的
傾
向
を
持
つ
「
道
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名（出身地） 史料 察挙歴 学問 時…期

17 公孫度
@　（玄菟）

謝弼伝三国・魏8 霊帝

18 萄爽
@　（穎川）

列伝52 至孝 易・尚書・詩・春秋 霊帝？

19 張芝
@　（敦燈）

張奥伝注 公車 草書・欧陽尚替？ 献帝？

20 宗慈
@　（南陽）

列伝57党鋼 孝廉 桓帝

2！
郭太
@　（太原）

列伝58
s太碑

考覧六経、採綜図緯 桓帝

22 趙曄
@　（会稽）

列伝69儒林伝 韓詩

23 張罵
@　（山陽）

列伝69儒林伝 博士 闘詩

24 景鷲
@　　（蜀）

列伝69儒林伝
ﾘ肇国志

孝廉・博士 斉詩・施氏易・河洛図緯・
頼p・月令

25 侯瑛
@　（単勝）

列伝70文苑伝 公車

26 向栩
@　（河内）

列伝7ユ独行伝 孝廉・賢良・方正 孝経 霊帝

27 李南
@　（丹陽）

列伝72方術伝 風角 安帝

28 奨英
@　（南陽）

列伝72方術伝 賢良・方正・公車 京氏易・五経・風角・星
Z・河洛・七緯・推歩災異

安帝

29 王輔
@　（平陸）

奨英伝注引謝

p書
公車 公羊伝・援神契

30 董扶
@　（広漢）

賢良・方正・公
ﾔ・博士

図識・欧陽尚書 霊帝

3ユ
呉範
@　（会稽）

三国・呉18 歴数・知風気 献酬

32 筍散
@　（穎川）

三国・魏10注

33
丙il原

@　（北海）
三国・魏11 孝経・論語 霊帝？

34 鮮干寛
@　（幽州）

刷子瑛碑

※列伝は『後漢書』

※謝承書は謝承『後漢書』（上海古色出版社『八家後漢書輯注』より）
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漢代における「道術」の展開（保科）

　　　　　有道被察挙者表

名（出身地） 史料 察挙歴 学問 時期

1 劉寛
@　（弘農）

列伝15
ﾓ承書・隷釈

方正・博士・茂
ﾞ・公車

欧陽尚書・京氏易・韓氏外
`・星官・風隅・糞歴

桓帝

2 趙典
@　（成都）

列伝17
ﾓ承書

公車・方正・茂材 孔子七経・河図洛害
煌O芸術

桓帝

3 楊厚
@　（広漢）

列伝20上 方正・公車 図識 安帝

4 山岨
@　（北海）

列伝20下 方正 京山山・風角・六日七分・
]気・占候吉凶

安帝

5
鄭玄
@　（北海）

列伝26 賢良・方正

�ﾔ
京山山・公羊・三山暦・九
ﾍ算術・左氏・韓詩・周
ｯ㌔礼記・古文尚書

萱野

6 張覇
@　（成都）

列伝26
ﾘ陽剛志

厳氏春秋 安帝

7 桓曄
@　㈱郡）

列伝27 孝廉・方正・茂材 欧陽尚書？ 霊帝

8 周磐
@　（汝南）

列伝29 古文尚書・洪範五行・左伝 安帝

9 趙盗
@　（東郡）

列伝29 至孝 桓帝
?蕪元

10 施延
@　　（浦）

陳忠伝
ｨ田書

明於五経、星宮、風角 川風空

ﾈ帝

11

徐三三

@　（豫章）
列伝43
ﾓ承書

孝廉・茂材 厳氏春秋・京氏易・欧腸尚
早E兼綜風角・星官・算歴・河

}・七緯・推歩・変易

桓帝

12 姜肱
@　（彰城）

列伝43
ﾓ国書

孝廉・至孝・賢
ﾇ・公車

博通五経・兼明星緯 桓帝

13 申展蟷
@　（陳留）

列伝43 博通五経・兼明星緯 霊帝

14 雰勲
@　（河南）

劉喩伝 桓帝

15 謝弼
@　（東郡）

列伝47 援神契 霊帝

16 陳敦
@　（東海）

謝弼伝 霊帝
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術
」
者
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
故
に
、
こ
れ
ら
の
「
有
道
」
被
察
挙
者
は
、
災
異
あ
る
ご
と
に
「
消
災
の
術
」
を
述
べ
て
い
る
。
楊
厚
は
「
因
り
て
漢
の
三
百
五
十
年

の
琶
を
も
て
、
宜
し
く
法
を
撞
き
憲
を
改
め
る
の
道
、
及
び
消
伏
災
異
を
陳
ぶ
る
こ
と
、
凡
そ
五
重
。
」
（
皇
漢
書
志
列
伝
二
〇
上
楊
厚
伝
）
と
あ

り
、
郎
顎
は
「
又
た
上
書
し
て
黄
環
・
李
固
を
薦
め
、
超
せ
て
消
災
の
術
を
陳
」
（
列
伝
二
〇
下
郎
虚
伝
）
べ
、
奨
英
は
「
既
に
術
を
善
く
し
、

朝
廷
災
異
有
る
毎
に
、
詔
韓
に
下
り
て
変
復
の
効
を
問
う
に
、
言
う
所
験
多
し
。
」
（
列
伝
七
二
上
方
術
伝
）
と
あ
る
。
後
漢
末
、
盧
植
が
「
修
礼

と
は
、
応
に
有
道
の
人
、
鄭
玄
の
徒
の
若
き
、
洪
範
を
陳
明
し
て
、
災
欝
を
擾
服
せ
る
も
の
を
徴
す
べ
し
。
」
（
列
伝
五
四
臓
植
伝
）
と
例
に
挙

げ
た
鄭
玄
は
、
経
学
の
大
成
者
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
学
問
は
京
氏
易
・
三
統
暦
・
九
章
算
術
な
ど
術
数
学
に
及
び
、
緯
書
に
も
注
釈
を

施
し
、
噸
天
文
七
政
論
』
を
著
し
た
。
鄭
玄
の
よ
う
な
識
緯
・
術
数
に
ま
で
通
じ
た
人
物
が
「
有
道
」
の
人
と
評
価
さ
れ
、
「
災
答
を
撰
服
」
し

う
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
少
し
時
代
は
下
る
が
、
東
晋
初
期
の
成
立
と
さ
れ
る
『
馬
歯
子
勧
内
篇
・
明
本
篇
に
も

　
　
今
の
世
の
有
道
に
挙
げ
ら
れ
し
者
は
、
蓋
し
今
古
に
博
通
し
、
能
く
仰
観
惚
察
し
、
変
を
評
し
徴
に
細
り
、
興
亡
の
運
に
達
し
、
治
乱
の
体
を
明
ら
か
に

　
　
し
、
心
に
惑
う
所
無
く
、
問
い
て
対
え
ざ
る
無
き
者
な
り
。
何
ぞ
必
ず
し
も
長
生
の
法
を
修
め
、
松
喬
の
式
を
慕
う
者
の
み
な
ら
ん
や
。

と
、
『
易
』
繋
辞
伝
の
「
仰
以
観
天
文
、
佑
以
察
地
理
」
を
引
き
、
「
有
道
」
と
は
天
文
地
理
を
観
察
し
た
り
、
古
今
に
広
く
通
じ
る
こ
と
に
よ

っ
て
治
政
に
有
益
な
る
人
物
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
「
有
道
」
と
は
た
だ
漠
然
と
学
問
・
道
徳
に
優
れ
た
人
物
を
指
す
の
で
は
な
く
、
術

数
の
知
識
を
以
て
災
異
に
対
処
し
、
未
来
を
予
見
す
る
能
力
が
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
『
漢
書
』
北
房
伝
の
元
帝
の
言
葉
、
「
唯
だ
有
道

な
る
者
の
み
、
能
く
往
を
以
て
来
を
知
る
。
」
が
、
漢
代
の
「
有
道
」
な
る
語
が
含
ん
で
い
た
具
体
的
な
意
味
を
端
的
に
語
っ
て
い
る
と
言
え

よ
、
つ
。①

第
～
章
油
②
参
照
。

②
嗣
後
漢
書
』
列
伝
七
〇
上
文
苑
・
黄
香
伝

遂
博
学
経
典
、

童
。
」

究
精
道
術
、
能
文
章
、
京
師
照
日
、
「
天
下
無
双
、
江
夏
黄
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③
『
聖
典
』
芸
文
志
で
は
、
門
術
数
略
」
と
も
「
数
術
略
」
と
も
称
す
。
中
村
氏

　
は
前
掲
論
文
に
お
い
て
で
、
も
と
数
衛
で
あ
っ
た
が
、
権
謀
術
数
の
「
術
数
」
と

　
混
同
さ
れ
た
と
推
測
す
る
。
先
行
研
究
は
み
な
門
衛
数
」
「
術
数
学
」
と
称
す
る

　
の
で
、
本
稿
で
も
引
用
以
外
は
門
術
数
」
に
統
｝
す
る
。

④
木
村
英
　
「
衛
数
学
の
概
念
と
そ
の
地
位
」
（
『
東
洋
の
文
化
と
社
会
葡
一
、
一

　
九
五
〇
）
。
術
数
学
に
つ
い
て
は
、
川
原
氏
前
掲
『
中
国
の
科
学
思
想
一
両
漢

　
直
近
考
一
1
㎞
「
工
　
術
数
学
」
、
中
村
氏
煎
出
門
中
国
思
想
史
に
お
け
る
術
数
」

　
が
あ
る
。
坂
出
氏
前
掲
「
方
衛
伝
の
成
立
と
そ
の
性
格
」
は
葡
述
の
よ
う
に
術
数

　
の
範
囲
を
広
く
設
定
す
る
が
、
こ
こ
で
は
木
村
氏
の
定
義
に
従
い
、
『
漢
書
輪
芸

　
文
志
の
「
術
数
略
」
の
範
囲
に
止
め
る
。

⑤
黄
留
珠
晴
曇
漢
無
謬
制
度
』
（
西
北
大
学
出
版
社
、
一
九
八
五
）
は
、
両
漢
時

　
代
の
「
道
術
」
が
時
に
天
文
、
医
学
、
神
悟
術
、
識
緯
な
ど
を
指
す
こ
と
を
も
指

　
摘
す
る
一
方
で
、
『
有
道
の
士
㎞
は
つ
ま
り
欄
有
道
徳
の
士
臨
で
あ
る
と
述
べ
る
。

　
福
井
重
雅
噌
漢
代
官
吏
登
用
制
度
の
研
究
』
「
第
三
章
第
五
節
　
至
孝
と
有
道
の

　
察
挙
」
（
縄
文
社
、
一
九
八
八
）
は
「
道
術
」
の
概
念
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。

⑥
能
田
忠
亮
「
漢
代
論
天
社
」
（
『
東
方
学
報
臨
京
都
、
【
九
蓋
二
）
は
、
前
漢
に

　
は
旋
機
腹
鼓
は
北
極
及
び
北
斗
七
星
を
指
す
と
解
釈
さ
れ
て
い
た
の
が
、
後
漢
半

　
ば
以
後
渾
天
儀
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
と
言
う
。

⑦
『
続
漢
書
濡
鼠
暦
山
中
に
、
「
太
史
令
修
・
部
舎
人
張
下
等
推
計
行
度
漏
と
あ

　
り
、
太
史
令
の
下
で
天
体
観
測
に
携
わ
る
至
人
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

⑧
有
道
察
挙
つ
い
て
は
、
福
井
氏
前
掲
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑨
筍
悦
『
申
鑑
隔
巻
三
俗
嫌
篇

　
　
　
世
称
緯
書
仲
尼
臨
監
也
。
顕
職
叔
父
故
司
空
耳
爽
弁
之
。
蓋
発
日
偽
層
。

三
　
「
道
術
」
と
識
緯

漢代における「道術」の展開（保科）

　
こ
こ
ま
で
、
「
道
術
」
そ
れ
自
体
の
試
聴
の
用
法
を
追
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
前
漢
末
か
ら
後
漢
時
代
の
「
道
術
」
を
考
察
し
て
き
た
。
次
に

は
、
平
身
思
想
史
の
中
に
「
道
術
」
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
「
道
術
」
と
深
い
関
わ
り
を
持
つ
識
緯
が
、
な
ぜ
こ
の

時
期
に
生
ま
れ
、
流
行
し
た
の
か
に
つ
い
て
も
、
私
な
り
の
一
つ
の
考
え
を
提
示
し
た
い
。

　
天
文
暦
法
学
な
ど
の
術
数
学
は
、
前
漢
の
申
期
に
は
方
士
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
。
期
中
の
太
初
改
暦
に
も
参
加
し
た
天
文
学
染
革
都
は

「
方
士
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
他
の
暦
法
家
た
ち
も
経
学
者
で
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
前
漢
末
の
谷
永
、
李
尋
、
劉
向
父
子
ら
は
み
な
儒
者
で

あ
り
な
が
ら
、
天
文
の
知
識
も
治
め
て
い
る
。
前
漢
末
以
来
、
彼
ら
は
人
倫
道
徳
に
止
ま
ら
ず
、
天
界
の
動
き
や
自
然
災
害
な
ど
、
自
然
界
を

も
経
学
の
中
で
包
括
的
に
理
解
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
新
し
い
経
学
が
「
道
術
」
と
呼
ば
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
「
道
術
」
が
予
言
的
な
意
味
に
用
い
ら
れ
る
の
は
、
前
漢
の
宣
帝
期
以
降
、
董
仲
斜
の
災
異
説
が
陰
陽
説
と
結
び
つ
い
て
予
言
化
し
て
い
く
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①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

流
れ
と
一
致
す
る
。
す
で
に
董
仲
鎌
は
「
数
」
と
い
う
字
を
「
道
」
と
通
用
し
て
用
い
て
お
り
、
董
仲
鎌
が
「
数
」
を
神
秘
的
な
天
地
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

「
道
」
に
通
じ
る
も
の
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
災
異
説
を
予
言
的
に
変
質
さ
せ
、
か
つ
「
数
」
の
神
秘
性
・
合
理
性
と
結
合
す
る
こ

と
に
よ
り
、
経
学
は
現
実
政
治
に
貢
献
す
る
実
用
的
な
「
聖
人
の
術
」
と
し
て
、
特
に
「
道
術
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

災
異
説
の
陰
陽
化
予
言
化
は
、
と
く
に
も
と
も
と
ト
笠
で
あ
る
易
学
に
お
い
て
突
出
し
、
術
数
と
結
び
つ
い
て
合
理
的
な
未
来
予
知
の
方
法
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

研
鑓
さ
れ
、
つ
い
に
は
漢
代
に
特
有
な
象
数
易
学
に
結
実
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
漢
代
偶
数
易
は
孟
喜
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
、
京
房
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
魏
の
王
弼
注
が
出
る
ま
で
、
漢
代
易
学
は
冊
数
占
候

易
一
色
に
染
め
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
京
氏
易
は
成
帝
時
代
に
す
で
に
そ
の
出
自
が
疑
わ
れ
て
い
る
が
、
後
漢
に
は
一
世
を
風
靡
す
る
。
こ
の
京
管
掌
こ
そ
、
前
漢
末
か
ら
後
帯
代

の
予
言
的
な
傾
向
を
持
つ
「
道
術
」
の
、
中
心
的
位
置
を
占
め
て
い
た
学
派
と
書
っ
て
よ
い
。
そ
の
理
由
は
、
第
一
に
、
前
掲
の
「
有
道
被
察

富
者
表
」
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
道
術
の
士
」
と
呼
ば
れ
る
人
々
の
う
ち
、
京
藤
下
に
通
じ
て
い
る
者
が
格
段
に
多
い
こ
と
。
第
二
に
、

京
氏
易
は
識
緯
と
の
関
係
が
深
く
、
易
緯
は
京
房
後
学
の
手
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
は
す
で
に
緯
書
酷
な
ら
び
に
易
学
研
究
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

分
野
で
は
常
識
の
域
に
属
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
贅
言
し
な
い
。
第
三
に
、
京
房
の
易
学
そ
の
も
の
が
天
文
暦
法
と
経
学
の
融
合
体
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

例
え
ば
海
螢
易
の
代
表
的
な
占
候
法
で
あ
る
六
日
七
分
法
は
、
易
の
六
十
四
卦
を
一
年
講
と
一
／
4
日
に
配
分
す
る
も
の
で
、
当
時
の
天
文
暦

数
学
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
、
が
挙
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
京
号
笛
は
、
暦
学
な
ど
の
術
数
的
知
識
を
取
り
入
れ
、
し
か
も
識
緯
と
関
係

が
深
く
、
き
わ
め
て
占
術
的
で
あ
り
な
が
ら
、
か
つ
経
学
な
の
で
あ
り
、
老
鴬
「
道
術
」
の
性
格
を
す
べ
て
備
え
て
い
る
と
一
蓄
え
る
。
も
し
漢

代
「
道
術
」
の
成
立
は
何
時
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
前
漢
書
落
期
の
京
房
に
置
く
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
も
っ
と
も
、
現
存
す
る
京
房
自
身
の
詳
説
の
中
に
「
道
術
」
と
い
う
語
が
使
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
京
房
は
自
ら
「
道

人
」
を
も
っ
て
任
じ
、
他
か
ら
も
「
知
道
の
人
」
と
認
め
ら
れ
て
い
た
。
京
房
は
施
療
に
対
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
法
に
曰
く
、
「
道
人
始
め
て
去
る
、
寒
、
涌
水
し
て
災
を
為
す
」
と
。
其
の
七
月
に
至
り
、
涌
水
志
づ
。
臣
が
弟
子
挑
平
、
臣
に
謂
い
て
温
く
、
「
房
は
道
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を
知
る
と
謂
う
べ
く
も
、
未
だ
道
を
信
ず
る
と
謂
う
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
房
災
異
を
言
い
て
、
未
だ
嘗
て
中
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
、
今
涌
水
已
に
出
つ
れ
ば

　
　
道
人
当
に
逐
わ
れ
死
す
べ
し
。
尚
お
復
た
何
を
言
う
や
」
と
。
（
『
漢
書
駈
巻
七
五
京
浜
伝
）

　
こ
こ
で
は
「
遊
人
始
め
て
去
る
」
を
、
京
房
そ
の
人
の
死
を
予
言
し
た
も
の
と
捉
え
て
い
る
か
ら
、
「
道
人
」
と
は
京
房
の
こ
と
を
指
し
、

顔
師
古
の
注
に
は
「
道
人
、
有
道
術
之
人
也
。
」
と
言
う
。

　
災
異
説
の
予
雷
化
は
、
独
り
易
の
み
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
春
秋
・
尚
書
・
詩
そ
れ
ぞ
れ
に
有
名
な
災
異
学
者
が
お
り
、
神
秘
的
な

予
言
を
行
っ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
た
だ
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
経
学
の
災
異
説
へ
の
傾
斜
は
、
単
な
る
神
秘
化

予
言
化
で
は
な
く
、
そ
の
奥
に
経
学
に
よ
っ
て
世
界
全
体
を
把
握
せ
ん
と
す
る
志
向
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
京
房
と
ほ
ぼ
同
時
代
の

斉
詩
家
翼
奉
は
、
律
暦
・
陰
陽
の
占
を
好
ん
だ
と
あ
る
が
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
臣
、
之
を
師
よ
り
聞
く
に
、
曰
く
、
天
地
位
を
設
け
、
日
月
を
懸
け
、
星
辰
を
布
き
、
陰
陽
を
分
か
ち
、
四
時
を
定
め
、
五
行
を
列
し
、
以
て
聖
人
に
視

　
　
し
、
之
を
名
づ
け
て
道
と
語
う
。
聖
人
道
を
見
、
然
る
後
に
王
治
の
象
を
知
れ
ば
、
故
に
州
土
を
画
し
、
君
臣
を
建
て
、
律
暦
を
立
て
、
成
敗
を
陳
べ
、

　
　
以
て
賢
者
に
視
し
、
之
を
名
づ
け
て
経
と
日
う
。
賢
者
経
を
見
て
、
然
る
後
に
人
道
の
務
め
を
知
る
。
則
ち
詩
・
書
・
易
・
春
秋
・
礼
・
楽
欲
な
り
。
易

　
　
に
陰
陽
有
り
、
詩
に
五
際
有
り
、
春
秋
に
災
異
有
り
、
皆
な
終
始
を
列
し
、
得
失
を
推
し
、
天
心
を
考
え
、
以
て
王
道
の
安
危
を
言
う
と
。
（
『
漢
書
』
巻

　
　
七
五
翼
奉
伝
）

　
「
道
」
と
は
天
地
・
日
月
・
星
辰
・
陰
陽
・
四
時
・
五
行
と
い
っ
た
天
界
・
自
然
界
の
動
き
で
あ
り
、
要
す
る
に
宇
宙
の
法
則
で
あ
っ
て
、

聖
入
は
宇
宙
の
法
則
を
見
て
人
界
の
あ
る
べ
き
象
を
悟
り
、
そ
こ
で
州
土
や
君
臣
、
律
暦
と
い
っ
た
人
間
界
の
法
則
を
作
っ
て
こ
れ
を
「
経
」

つ
ま
り
「
六
芸
」
と
呼
ん
だ
と
い
う
。
逆
に
呪
え
ば
、
六
芸
の
内
に
は
人
界
の
法
則
の
み
な
ら
ず
、
宇
宙
全
体
を
貫
く
法
則
ま
で
包
含
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
り
、
六
芸
を
読
み
、
天
体
自
然
を
観
察
し
そ
の
法
則
に
通
ず
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
人
界
の
出
来
事
、
治
政
の
得
失
な
ど
は

す
べ
て
掌
の
上
に
指
し
示
す
が
ご
と
く
、
明
ら
か
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
漢
代
「
道
術
」
の
考
え
方
で
は
、
経
書
の
「
道
」
は
天
地
自
然
界
す
べ
て
に
渉
る
も
の
で
あ
り
、
経
学
と
は
天
地
の
道
を
も
含
む
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学
問
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
経
学
者
は
自
然
現
象
で
あ
る
天
文
・
災
異
に
目
を
向
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
中
で
も
、
数
の
神
秘
を
そ
の

内
に
体
現
し
た
経
書
で
あ
る
『
易
聯
は
、
そ
れ
自
体
「
道
術
」
の
精
神
を
体
現
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
易
は
天
地
に
準
う
。
故
に
能
く
天
地
の
道
を
弥
輪
す
。
（
繋
辞
伝
上
）

と
あ
る
よ
う
に
、
『
易
』
は
宇
宙
全
体
の
法
則
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
り
、
劉
向
・
劉
款
は
『
易
』
を
六
芸
の
源
と
考
え
、
五
経
の
筆
頭
に
置

い
た
。
そ
し
て
易
学
の
み
で
な
く
、
天
文
暦
数
学
を
中
心
に
術
数
学
が
経
学
の
上
で
重
要
視
さ
れ
て
い
く
。
劉
向
・
黒
髪
・
李
尋
ら
は
自
ら
天

　
　
　
　
　
⑩

体
観
測
を
行
い
、
劉
敵
に
至
り
、
易
の
理
論
に
依
っ
て
律
度
量
衡
ま
で
有
機
的
に
連
関
す
る
、
数
理
的
に
整
合
さ
れ
た
三
統
暦
を
作
り
上
げ
る

　
　
　
　
⑪

こ
と
に
な
る
。

　
し
か
し
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
術
数
学
の
知
識
は
経
書
に
は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
多
く
の
儒
者
に
と
っ
て
は
、
か
な
り
難
解
な
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
こ
に
、
経
を
補
う
緯
と
し
て
の
識
緯
が
登
場
し
て
く
る
一
つ
の
理
由
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。　

後
漢
時
代
、
と
く
に
識
緯
の
学
を
指
し
て
「
道
術
」
と
言
う
こ
と
が
あ
る
。
『
東
皇
漢
記
』
蘇
漢
伝
に
は
、

　
　
酵
漢
、
字
は
下
受
、
才
高
く
名
遠
く
、
兼
ね
て
書
伝
に
通
じ
、
昭
覧
せ
ざ
る
は
無
く
、
道
術
を
推
す
こ
と
尤
も
精
な
り
。
教
授
す
る
こ
と
常
に
数
百
。
弟

　
　
子
の
遠
方
よ
り
至
る
者
は
著
し
て
録
と
為
す
。
（
『
北
堂
書
紗
幅
六
七
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

と
あ
る
が
、
『
後
漢
書
』
で
は
「
道
術
」
の
部
分
を
「
説
災
異
識
緯
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
「
天
文
」
と
「
錯
文
」
「
図
書
」
が
憎
い
換
え
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
⑬

て
い
る
事
例
も
あ
る
。
識
緯
か
ら
予
雷
を
導
き
出
す
場
合
、
天
文
を
も
合
わ
せ
解
か
な
け
れ
ば
、
難
解
で
怪
奇
な
識
文
は
解
読
不
可
能
な
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

が
多
く
、
西
門
君
恵
・
方
望
・
郵
揮
ら
は
後
漢
再
興
を
予
言
す
る
際
、
皆
な
識
緯
を
天
文
事
象
と
関
連
し
て
説
い
て
い
る
。
現
存
す
る
緯
書
史

料
に
は
、
天
文
事
象
が
表
す
未
来
予
言
で
あ
る
天
文
占
を
記
し
た
も
の
が
非
常
に
多
い
。
「
天
文
」
は
未
来
を
語
る
天
の
象
で
あ
り
、
そ
の
予

言
を
文
字
に
著
し
た
も
の
が
「
識
緯
」
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
つ
ま
り
、
天
文
と
識
緯
は
表
裏
一
体
の
も
の
と
言
い
得
る
。

　
漢
代
術
数
学
に
お
け
る
、
自
然
現
象
よ
り
天
の
意
志
や
人
事
の
未
来
を
読
み
と
ろ
う
と
す
る
傾
向
が
、
銀
緯
説
の
神
秘
的
な
予
言
と
し
て
表
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面
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
現
存
の
緯
書
史
料
に
は
神
秘
的
な
占
い
の
み
で
は
な
く
、
天
地
の
大
き
さ
の
具
体
的
な
数
値
か
ら

医
学
知
識
ま
で
、
自
然
科
学
の
知
識
…
1
現
代
的
な
観
点
か
ら
は
科
学
的
と
は
言
い
難
い
も
の
も
多
い
が
…
一
が
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ま
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

い
る
。
こ
れ
ら
は
術
数
学
の
科
学
的
側
面
の
表
出
と
言
っ
て
よ
い
。
例
え
ば
さ
河
図
括
地
象
』
（
面
高
』
地
富
・
大
司
徒
疏
所
引
）
に
は
、

　
　
極
の
広
長
は
、
南
北
は
二
億
三
万
二
千
五
百
里
、
東
西
は
二
億
三
万
三
千
里
。

と
あ
り
、
緯
書
中
に
は
、
こ
れ
に
類
す
る
具
体
的
数
値
を
備
え
た
記
述
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
（
も
っ
と
も
、
そ
れ
ら
の
数
値
は
互
い
に
食
い
違
う

の
だ
が
。
）
暦
法
に
関
し
て
も
豊
富
な
記
載
が
あ
り
、
「
開
關
よ
り
獲
麟
に
至
る
ま
で
、
二
百
七
十
六
万
歳
。
」
（
『
続
漢
書
』
律
樫
鳥
所
引
鴨
春
秋
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

命
包
撫
お
よ
び
『
易
乾
盤
塵
）
と
、
天
地
創
造
以
来
の
年
数
を
暦
法
よ
り
計
算
し
て
、
途
方
も
な
い
数
字
を
弾
き
出
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
現

代
か
ら
見
る
と
非
合
理
的
だ
が
、
当
時
に
お
い
て
は
充
分
理
に
適
う
も
の
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
後
漢
時
代
の

暦
法
に
関
す
る
議
論
で
は
、
盛
ん
に
識
緯
の
書
を
引
い
て
論
拠
と
し
て
い
る
。
当
時
の
暦
学
者
の
水
準
が
か
な
り
高
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
議
論
に
識
緯
が
引
か
れ
て
い
る
の
は
、
単
に
識
緯
の
権
威
を
借
り
た
の
で
は
な
く
、
識
緯
の
記
載
に
暦
学
者
を
納
得
さ
せ
得
る
だ
け
の
、

理
論
的
な
整
合
性
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
桓
諜
は
、

　
　
今
春
ろ
の
巧
慧
小
才
な
る
豊
年
の
人
、
図
書
を
増
益
し
、
識
量
と
矯
称
し
、
欺
惑
貧
邪
を
以
て
、
人
主
を
註
誤
す
る
に
、
焉
ぞ
之
を
抑
遠
せ
ざ
る
ぺ
け
ん

　
　
や
。
（
『
後
漢
書
撫
列
伝
一
八
上
桓
諏
伝
）

と
識
緯
を
批
判
す
る
。
李
賢
注
に
「
伎
は
方
伎
を
謂
い
、
医
方
の
家
な
り
。
数
は
数
術
を
謂
い
、
明
堂
・
義
和
・
史
・
ト
の
官
な
り
。
」
と
書

う
よ
う
に
、
「
伎
数
の
人
」
と
は
術
数
家
で
あ
り
、
識
緯
の
書
は
多
く
彼
ら
の
手
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
当
然
、
識
緯
の
書
に
は
、
天
文
暦
法

を
は
じ
め
と
し
て
、
当
時
に
お
け
る
最
新
の
自
然
科
学
の
成
果
が
書
き
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
最
先
端
の
自
然
に
関
す
る
知
識
が
識
緯
に
記
載
さ
れ
、
そ
れ
が
聖
人
の
制
作
に
か
か
る
も
の
と
さ
れ
れ
ば
、
儒
者
た
ち
は
そ
こ
か
ら
知
識
を

得
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
自
然
科
学
の
薪
知
識
も
経
学
上
に
承
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
「
図
識
は
哀
平
の
際
に
成
る
」
（
覆
漢
書
』
張
衡
伝
）

と
は
、
前
漢
末
以
来
の
経
学
と
術
数
学
と
の
間
の
、
上
の
よ
う
な
事
情
を
物
語
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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そ
し
て
識
緯
に
取
り
込
ま
れ
た
自
然
科
学
の
知
識
は
、
経
書
の
不
備
を
補
っ
て
経
学
上
の
議
論
で
も
盛
ん
に
引
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
『
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

虎
通
臨
は
天
地
生
成
に
つ
い
て
は
全
面
的
に
痢
易
乾
盤
度
』
に
拠
り
、
鄭
玄
の
六
天
説
は
そ
の
根
拠
を
春
秋
緯
に
求
め
て
い
る
。
自
然
に
関
す

る
経
学
上
の
議
論
は
、
識
緯
の
助
け
な
く
し
て
は
成
り
立
た
な
い
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
鄭
玄
が
六
天
説
の
根
拠
に
挙
げ
る
、
春
秋
緯
の
「
紫
微
宮
は
大
帝
た
り
と
。
又
た
云
う
、
北
極
、
耀
醜
宝
と
。
」
（
莉
記
』
郊
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

牲
正
義
所
引
）
中
の
「
耀
醜
宝
」
と
は
、
緯
書
に
現
れ
る
北
極
の
紫
微
宮
に
い
る
天
皇
大
帝
の
名
前
で
あ
る
。
『
史
記
』
に
も
『
漢
書
』
に
も

「
耀
醜
宝
」
の
記
載
は
な
い
が
、
鴨
晋
書
』
天
文
志
上
に
、

　
　
鉤
陳
の
口
中
の
～
星
を
天
皇
大
帝
と
誓
い
、
其
の
神
を
孤
塁
宝
と
日
い
、
群
霊
を
主
御
し
、
万
善
の
図
を
執
る
。

と
い
う
一
文
が
登
場
す
る
。
こ
れ
は
鄭
丁
重
を
通
じ
て
黄
緯
の
天
体
世
界
が
広
く
承
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
に
他
な
ら
な

い
。
ま
た
天
界
と
人
間
界
は
密
接
に
関
連
し
、
天
上
の
濡
々
は
地
上
の
宮
職
を
反
映
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
後
漢
意
に
は
そ
こ
に
も
識

緯
の
影
響
が
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

　
　
今
陛
下
の
尚
書
有
る
は
、
猶
お
天
の
北
斗
有
る
が
ご
と
き
な
り
。
斗
は
天
の
喉
舌
な
り
。
尚
書
も
亦
た
陛
下
の
宿
禰
な
り
。
（
『
後
漢
書
嚇
列
伝
五
三
李
固

　
　
伝
）

で
は
、
尚
書
を
全
野
の
官
と
捉
え
る
の
は
当
時
一
般
的
な
論
法
だ
が
、
北
斗
七
星
を
天
の
喉
舌
に
た
と
え
る
の
は
、
『
春
秋
文
書
鉤
』
「
斗
、
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

之
喉
舌
。
」
（
『
史
記
聴
天
官
書
索
隠
所
引
）
等
、
漣
痕
の
中
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
漢
代
「
道
術
」
の
世
界
認
識
は
、
か
な
り
の
部
分
で
識
量
に

負
う
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
識
緯
は
当
時
最
先
端
の
術
数
の
知
識
を
吸
収
し
、
そ
れ
を
孔
子
の
言
と
し
て
流
布
さ
せ
る
役
割
を
担
っ
た
。
士
大
夫
に
と
っ
て
、
識
緯
は
経

学
と
術
数
を
つ
な
ぐ
梯
子
で
あ
り
、
虚
血
「
道
術
」
に
と
っ
て
は
経
学
と
術
数
を
結
合
さ
せ
る
糊
で
あ
っ
た
。
翻
っ
て
言
え
ば
、
壷
皿
に
見
ら

れ
る
予
言
的
性
格
は
、
塾
代
「
道
術
」
の
術
数
的
性
格
の
反
映
で
あ
っ
て
、
天
が
河
図
・
洛
書
を
出
し
、
緯
が
孔
子
の
直
作
に
係
る
、
と
い
う

来
歴
の
神
秘
性
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
天
文
占
面
識
の
未
来
予
雷
を
虚
血
帝
説
話
や
孔
子
素
魚
説
と
同
じ
「
神
秘
的
」
と
い
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前代における「道衛」の展開（保科）

う
言
葉
で
括
る
こ
と
は
、
識
緯
の
性
格
の
み
な
ら
ず
、
漢
代
思
想
の
性
格
を
も
見
誤
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
経
書
を
補
う
、
経
に
対
す
る
緯
と
し
て
の
識
緯
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
経
学
に
融
合
し
て
い
っ
た
点
は
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
識

緯
の
学
が
そ
れ
自
体
「
道
術
」
と
呼
ば
れ
る
理
由
は
、
識
緯
が
術
数
の
知
識
を
吸
収
し
て
お
り
、
経
学
が
術
数
の
要
素
を
取
り
込
む
の
に
際
し
、

不
可
欠
の
存
在
と
な
っ
て
い
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
「
道
術
」
と
は
、
や
が
て
経
（
た
て
い
と
）
と
緯
（
よ
こ
い
と
）
に
よ
っ
て
、
世
界
を
把
握

し
、
織
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
学
問
に
変
わ
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
後
漢
末
、
鄭
玄
は
経
と
緯
を
総
合
し
、
六
経
を
総
合
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

「
完
結
し
た
経
学
世
界
の
現
出
」
を
目
指
し
、
そ
の
た
め
に
識
緯
を
縦
横
に
利
用
し
た
。
鄭
玄
に
よ
っ
て
経
学
の
内
に
識
緯
と
術
数
が
包
含
さ

れ
た
結
果
、
経
学
・
識
緯
・
術
数
の
融
合
体
で
あ
っ
た
「
道
術
」
は
、
「
学
問
・
経
学
」
そ
の
も
の
の
意
味
へ
と
、
昇
華
さ
れ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。

①
　
日
原
利
国
氏
は
、
前
漢
元
畜
ご
ろ
か
ら
、
災
異
説
が
神
秘
的
な
予
言
へ
と
傾
斜

　
す
る
と
指
摘
す
る
。
「
災
異
と
識
緯
一
漢
代
思
想
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
ー
」
（
甫

　
掲
門
漢
代
思
想
の
研
究
』
）
。

②
蘇
薫
習
春
秋
薄
煙
義
二
幅
巻
一
楚
荘
王
で
、
「
礼
無
難
答
、
施
無
不
報
、
天
之

　
数
也
。
」
に
注
し
て
、
「
数
、
猶
道
也
。
門
訴
塞
塞
篇
『
寡
不
勝
衆
、
数
也
㎞
高
注

　
糊
数
、
道
数
也
。
臨
本
書
数
字
多
如
藤
里
。
玉
杯
篇
、
四
軽
羅
数
相
終
始
㎞
、
謂
与

　
天
道
相
終
始
也
。
『
弗
繋
人
数
而
已
㎞
、
謂
弗
吾
人
道
也
。
本
意
『
得
大
数
而
治
、

　
失
大
数
而
乱
』
、
大
数
猶
言
伝
道
也
。
」
と
述
べ
る
。

③
董
仲
鋳
の
思
想
に
お
け
る
術
数
的
傾
向
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
摺
原
氏
前
掲

　
噸
中
国
の
科
学
思
想
』
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

④
象
数
易
と
は
、
①
奇
偶
の
数
と
八
卦
の
象
徴
す
る
物
象
を
以
て
『
周
易
㎞
の
経

　
伝
の
文
を
解
説
す
る
。
②
習
気
説
（
後
述
の
六
日
七
分
法
な
ど
）
を
以
て
隅
周

　
豊
肥
の
原
理
を
解
釈
す
る
。
③
『
周
易
』
を
利
用
し
て
陰
陽
災
変
を
講
ず
る
、
と

　
い
う
三
つ
の
特
徴
を
持
つ
。
朱
伯
寵
『
易
学
哲
学
史
』
上
（
北
京
大
学
出
版
社
、

　
一
九
八
六
）
。
こ
の
他
、
鈴
木
由
次
郎
『
実
理
研
究
』
（
増
補
改
訂
版
、
明
徳
出
版

　
社
、
一
九
七
四
）
、
高
懐
民
『
両
三
易
学
史
隔
（
台
湾
商
務
割
書
館
、
民
国
五
九

　
年
）
を
参
考
に
し
た
。

⑤
『
漢
書
睡
儒
林
伝
に
、
孟
喜
の
易
学
と
術
数
家
と
の
関
係
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
又
蜀
艶
羨
賓
好
小
数
（
H
術
数
）
轡
、
後
為
易
、
難
易
文
、
以
為
門
箕
子
明

　
　
夷
、
陰
陽
気
暴
論
子
、
二
子
者
、
万
物
方
亥
菰
也
。
」
賓
持
論
巧
慧
、
易
家

　
　
　
不
能
難
、
両
日
、
「
非
古
法
也
。
」
云
受
孟
喜
、
喜
為
名
之
。

⑥
京
房
の
師
焦
延
寿
は
孟
喜
よ
り
易
を
受
け
た
と
自
称
し
て
い
た
が
、
孟
喜
の
弟

　
子
で
あ
る
麗
牧
・
白
生
は
そ
れ
を
否
定
し
て
い
る
。
州
漢
書
飴
儒
林
伝
に
は
、

　
　
　
至
成
帝
時
、
劉
向
校
害
、
考
易
説
、
以
為
諸
易
家
説
皆
祖
田
僧
・
楊
叔
元
・

　
　
　
丁
将
軍
、
大
誼
略
同
、
唯
京
島
為
異
党
。
焦
延
寿
独
得
隠
士
之
説
、
託
之
孟

　
　
　
氏
、
不
相
与
同
。

　
と
あ
り
、
無
向
は
諸
費
家
の
中
で
京
母
野
の
み
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

⑦
『
索
隠
全
書
総
目
提
要
隔
巻
六
「
経
三
六
滋
藤
六
附
録
扁
『
易
緯
稽
覧
図
』

　
　
　
蛮
書
首
言
卦
気
欝
中
孚
、
而
以
炊
離
震
強
暴
四
海
卦
、
六
十
卦
卦
主
六
日
七

　
　
　
分
。
又
以
自
復
讐
坤
十
二
難
渋
消
息
、
余
雑
国
主
公
卿
大
炎
候
風
雨
寒
温
以
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徴
応
。
蓋
即
孟
喜
青
房
之
学
所
自
白
。

⑧
六
日
七
分
法
は
、
六
十
四
卦
の
う
ち
、
震
・
離
・
免
・
玖
の
四
切
（
四
時
卦
）

　
が
四
季
を
司
り
、
残
り
の
六
十
卦
を
一
年
の
日
数
で
あ
る
踊
と
ユ
／
4
日
に
割
り

　
当
て
、
～
日
を
8
0
分
と
し
て
一
壷
ご
と
に
六
日
と
八
十
分
の
七
日
を
司
る
、
と
す

　
る
占
候
法
。

⑨
武
田
時
昌
氏
は
、
『
易
緯
吊
目
度
扁
等
に
見
ら
れ
る
緯
書
暦
は
、
前
漢
末
に
般

　
暦
学
派
の
暦
説
と
京
氏
易
の
象
数
理
論
を
結
合
し
て
作
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

　
こ
と
、
従
来
新
城
新
蔵
氏
の
欄
東
洋
天
文
学
史
研
究
鰍
（
弘
文
堂
、
一
九
二
九
）

　
に
よ
っ
て
書
わ
れ
て
き
た
よ
う
な
、
三
統
暦
の
影
饗
を
受
け
て
後
に
付
加
さ
れ
た

　
も
の
で
は
な
く
、
逆
に
三
二
暦
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
て

　
い
る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
前
漢
末
に
識
緯
が
出
現
し
た
理
臨
に
つ
い
て
、

　
王
葬
や
光
武
帝
の
た
め
に
政
治
的
な
意
図
を
持
っ
て
偽
作
さ
れ
た
も
の
、
と
い
う

　
常
識
を
覆
す
も
の
と
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
識
緯
の
中
に
は
、
京
房
易
あ
る
い
は

　
春
秋
公
羊
学
の
災
異
思
想
な
ど
が
、
天
文
暦
数
学
と
交
流
す
る
過
程
で
生
み
出
さ

　
れ
た
も
の
も
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
武
田
氏
前
掲
「
緯
書
暦
法

　
考
」
。

⑩
『
漢
書
』
巻
三
六
劉
向
伝

　
　
　
専
積
思
於
経
術
、
昼
訥
書
伝
、
夜
観
星
宿
、
或
不
八
達
旦
。

　
劉
猷
や
李
尋
も
直
接
天
文
事
象
に
言
及
し
て
お
り
、
実
際
に
天
体
観
測
を
し
て
い

　
た
と
思
わ
れ
る
。

⑪
川
原
氏
前
掲
『
中
国
の
科
学
思
想
隔
。

⑫
『
後
漢
書
撫
列
伝
六
九
下
儒
林
伝

　
　
　
漢
少
伝
父
業
、
尤
善
説
災
異
識
緯
、
教
授
常
数
百
人
。

⑬
噸
後
漢
書
』
賓
融
伝
に
、

　
　
　
漢
薬
尭
運
、
歴
数
延
長
。
今
皇
帝
姓
号
、
見
於
図
書
。

　
と
あ
る
の
が
、
『
後
漢
紀
臨
光
武
帝
紀
で
は
、

　
　
　
漢
承
尭
運
、
歴
数
延
長
。
上
之
姓
号
、
盗
見
於
天
文
。

　
と
、
「
製
出
」
と
「
天
文
」
が
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
後
漢
書
』
列
伝

　
二
〇
祭
遵
伝
に
は
、
後
漢
初
め
の
群
雄
の
｝
人
張
満
は
捕
ら
え
ら
れ
た
と
き
「
識

　
碧
落
を
誤
て
り
。
」
と
嘆
い
た
が
、
『
華
山
国
志
湯
巻
五
公
孫
述
志
に
は
、
光
武
帝

　
が
公
孫
述
に
送
っ
た
手
紙
に
は
、

　
　
　
腰
張
満
作
悪
、
兵
園
得
之
、
糧
嚢
、
為
天
文
所
誤
。
賢
君
復
誤
也
。

　
と
あ
る
。
「
天
文
」
と
「
図
書
」
「
識
文
」
が
通
用
す
る
こ
と
は
既
に
任
乃
強
氏
が

　
咽
華
陽
国
史
校
讐
警
世
』
（
上
海
在
籍
一
九
八
七
）
に
お
い
て
指
摘
し
て
い
る
。

⑭
西
門
君
恵
は
王
渉
に
対
し
、
「
星
李
宮
室
を
掃
く
。
劉
夏
芝
に
復
興
す
べ
し
。

　
国
師
公
（
1
一
舞
歌
）
の
姓
名
象
れ
な
り
。
」
（
『
漢
書
外
巻
九
九
下
・
王
葬
伝
下
）

　
と
語
り
、
劉
款
を
擁
立
し
て
王
葬
に
反
逆
す
る
こ
と
を
勧
め
た
。
方
形
は
「
平
陵

　
の
方
響
等
、
頗
る
天
文
を
知
り
、
以
為
く
更
始
必
ず
敗
れ
ん
と
。
」
（
噸
漢
書
㎞
巻

　
八
○
楚
孝
王
忙
中
）
と
あ
る
。
天
文
歴
数
に
明
る
か
っ
た
郵
憧
は
、
王
葬
の
時
天

　
象
を
占
っ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
「
方
今
鎮
・
歳
・
心
惑
並
び
に
漢
の
分
な
る

　
翼
・
診
の
域
に
在
り
て
、
震
り
て
復
た
来
る
。
漢
は
必
ず
再
び
命
を
受
け
、
福
は

　
有
徳
に
帰
さ
ん
。
」
こ
の
後
郵
揮
は
王
葬
に
上
書
し
、
「
漢
歴
久
長
、
孔
赤
制
を
為

　
る
。
」
と
述
べ
た
。
孔
子
の
赤
制
と
は
識
緯
の
こ
と
で
あ
る
。
（
噸
後
漢
書
』
列
伝

　
一
九
郵
慨
伝
）

⑮
　
　
『
太
平
御
覧
』
巻
三
六
は
、
「
極
広
長
」
を
「
八
極
之
広
」
に
作
る
。
数
字
に

　
も
異
同
あ
り
。
安
居
香
山
・
中
村
琢
八
編
『
重
修
緯
書
集
成
臨
参
照
。

⑯
「
獲
麟
二
百
七
十
六
万
歳
説
」
に
つ
い
て
は
、
武
田
氏
前
掲
「
緯
書
暦
法
考
」

　
参
照
。

⑰
『
白
虎
通
駈
巻
九
天
地

　
　
　
始
起
先
有
太
初
、
然
後
有
太
始
、
形
兆
既
成
、
名
門
太
素
。
…
…
故
乾
墾
度

　
　
　
云
、
太
初
者
、
気
之
音
響
。
太
始
者
、
形
軸
簾
也
。
太
素
者
、
質
之
始
也
。

　
　
　
陽
唱
陰
和
、
男
行
女
随
也
。
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六
天
説
に
関
し
て
は
、
呉
二
割
「
六
天
説
の
背
景
縣
（
噸
中
国
思
想
史
研
究
睡
五
、

　
一
九
八
二
）
が
詳
し
い
検
討
を
加
え
て
い
る
。

⑱
『
史
記
』
封
禅
害
索
隠
に
、
藁
春
秋
佐
助
期
偏
日
、
紫
宮
、
天
皇
耀
醜
宝
之
所

　
理
也
。
」
と
あ
る
。

⑲
こ
の
他
『
後
漢
書
輪
李
謬
伝
注
引
㎎
春
秋
合
誠
図
』
に
「
天
理
、
在
斗
中
、
司

　
三
公
、
如
人
喉
在
咽
、
以
理
雷
語
。
」
と
あ
る
。

⑳
　
池
田
秀
三
「
自
害
鄭
氏
学
研
究
序
説
扁
（
『
哲
学
研
究
』
五
四
八
、
一
九
八
三
）
。

漢代における「道術」の展開（保科）

　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
六
朝
以
後
の
「
道
術
」

　
前
章
ま
で
、
前
漢
末
か
ら
後
漢
代
に
お
け
る
「
道
術
」
と
は
、
経
学
と
術
数
、
識
緯
に
よ
っ
て
未
来
や
宇
宙
の
法
則
ま
で
含
む
、
こ
の
世
界

の
す
べ
て
を
把
握
し
得
る
と
考
え
て
い
た
学
問
で
あ
り
、
未
来
を
予
雷
し
た
り
、
災
異
の
対
処
法
を
述
べ
た
り
す
る
政
治
的
に
有
用
な
学
問
で

あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
現
代
の
辞
書
に
は
、
「
道
術
」
は
「
学
問
・
道
徳
」
と
神
仙
を
目
指
す
「
神
仙
道
術
」
の
二
つ

の
意
味
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
章
で
は
、
主
に
「
神
仙
道
術
」
へ
と
展
開
し
て
い
く
、
六
朝
時
代
以
降
の
「
道
術
」
の
変
遷
を
追
っ
て
い

く
こ
と
に
す
る
。

　
『
漢
志
嚇
の
分
類
で
は
、
医
経
・
重
言
・
房
中
・
神
倦
を
含
む
方
技
略
と
、
「
道
術
」
と
い
う
雷
葉
で
表
現
さ
れ
う
る
術
数
略
と
は
、
完
全

に
区
別
さ
れ
て
お
り
、
『
漢
書
憾
申
の
「
方
術
」
が
医
学
・
神
仙
術
・
鬼
神
祭
祀
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
二

曲
は
「
方
術
」
を
ほ
ぼ
方
技
略
に
分
類
さ
れ
る
も
の
に
限
っ
て
使
用
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
後
漢
時
代
、
「
道
術
」
と
「
方
術
」
は
別
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
酒
井
忠
夫
氏
ら
は
、
後
漢
初
期
に
は
す
で
に
「
道
術
」
は
「
方
術
」
と
同
義
と
な
り
、
神
仙
術
を
含
む
雑
多
な
術
へ
と
変
質
し

　
　
　
　
　
①

て
い
た
と
奮
う
。
な
る
ほ
ど
、
確
か
に
『
後
漢
書
瞼
に
は
、

　
　
北
海
の
王
和
平
、
性
道
術
を
好
み
、
自
ら
以
く
当
に
仙
た
る
べ
し
と
。
（
列
伝
七
二
方
術
伝
）

の
よ
う
に
、
「
道
術
」
が
仙
術
を
指
す
例
が
あ
り
、
こ
の
他
、
「
性
道
術
を
好
み
、
能
く
五
里
霧
を
作
る
。
」
（
列
伝
二
六
張
楷
伝
）
や
、
「
素
よ
り
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道
術
有
り
、
能
く
鬼
神
を
役
す
。
」
（
列
伝
四
七
樂
巴
伝
）
等
、
「
道
術
」
が
超
越
的
な
術
と
し
て
使
用
さ
れ
る
例
が
見
受
け
ら
れ
る
。
咽
後
漢
書
』

方
術
伝
で
は
、
「
方
術
」
と
は
占
術
・
神
仙
・
医
術
等
の
、
雑
多
で
超
能
力
的
な
術
を
意
味
し
、
「
道
術
」
と
混
同
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
下
鞍
の
地
の
文
で
あ
り
、
『
後
漢
書
』
の
成
立
が
劉
宋
ま
で
下
る
こ
と
を
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
『
後
漢
書
』
に
先
行
す
る
『
三
国
志
』
本
文
に
は
、
「
道
術
」
は
一
例
あ
る
の
み
だ
が
、
超
越
的
な
術
を
指
し
て
は
い
な
い
。
斐
松
之
注
引

『
管
酪
劉
伝
』
で
も
、

　
　
謙
れ
晋
・
魏
の
士
、
酪
の
道
術
は
神
妙
に
し
て
、
占
候
は
鞭
つ
無
き
を
見
て
、
以
轟
く
、
早
書
及
び
象
甲
の
数
有
ら
ん
と
。
辰
、
毎
に
略
の
書
伝
を
観
る

　
　
に
、
惟
だ
郵
駅
・
風
角
及
び
三
巴
・
仰
観
墨
書
三
十
荒
巻
有
る
の
み
に
し
て
、
世
の
共
に
有
す
る
所
な
り
。
（
『
三
国
志
』
巻
二
九
魏
男
工
一
方
技
・
管
轄

　
　
伝
注
）

と
言
い
、
「
道
術
」
は
術
数
に
よ
っ
て
未
来
を
占
う
術
で
あ
る
。
心
組
の
「
道
術
」
は
、
誇
張
さ
れ
て
神
秘
的
な
色
彩
を
強
く
帯
び
て
は
い
る

け
れ
ど
も
、
む
し
ろ
先
に
明
ら
か
に
し
た
聖
代
「
道
術
」
の
意
味
に
近
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
多
く
の
先
学
が
指
摘
す
る

よ
う
に
、
後
漢
時
代
の
『
論
衡
』
に
は
、
「
道
術
」
が
神
仙
術
を
指
し
て
い
る
例
が
す
で
に
存
在
す
る
。

　
　
世
に
身
重
不
食
す
る
を
以
て
道
術
と
為
す
人
給
り
て
、
謂
え
ら
く
、
王
子
喬
の
輩
、
穀
を
食
ら
わ
ず
、
憧
人
と
食
を
殊
に
す
る
を
以
て
、
故
に
恒
人
と
寿

　
　
を
殊
に
し
、
百
を
鍮
え
世
を
度
り
、
遂
に
仙
人
と
為
る
と
。
（
道
虚
篇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
し
か
し
、
後
漢
時
代
の
他
の
文
献
で
、
「
道
術
」
を
神
仙
術
の
意
に
使
用
す
る
例
は
な
い
。
「
道
術
の
士
」
が
察
挙
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
も
、
後
漢
時
代
の
「
道
術
」
は
基
本
的
に
は
神
仙
術
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
た
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
後
、
東
晋
の
『
抱
朴
子
』
で
は
、

　
　
若
し
道
術
の
学
び
て
得
べ
か
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
形
貌
を
変
易
し
、
刀
を
呑
み
火
を
吐
き
、
坐
せ
ば
在
る
も
立
て
ば
亡
せ
、
雲
を
興
し
霧
を
起
こ
し
、
巌
蛇

　
　
を
召
致
し
、
五
壇
を
合
奏
し
、
三
十
六
石
立
ち
ど
こ
ろ
に
化
し
て
水
と
為
し
、
玉
を
消
し
て
　
と
為
し
、
金
を
漬
け
て
漿
と
為
し
、
淵
に
入
る
も
沽
れ
ず
、

　
　
刃
に
就
く
も
傷
わ
ず
、
幻
化
の
事
、
九
百
有
余
、
按
じ
て
之
を
行
う
に
、
皆
な
敷
さ
ざ
る
は
無
し
。
何
為
れ
ぞ
独
り
肯
え
て
仙
た
る
の
得
べ
き
を
信
ぜ
ざ
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漢代における「道術」の展開（保科）

　
　
ら
ん
や
。
（
内
篇
・
対
俗
）

　
と
言
い
、
こ
こ
で
は
「
道
術
」
は
煉
丹
術
と
と
も
に
、
「
野
市
立
亡
」
（
坐
れ
ば
姿
が
見
え
る
が
立
て
ば
姿
が
消
え
る
）
の
術
や
雲
や
霧
を
起
こ
す

術
な
ど
の
超
能
力
も
含
み
、
『
後
漢
書
』
の
用
法
と
同
様
な
傾
向
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
例
よ
り
、
お
そ
ら
く
東
晋
か
ら
宋
ご
ろ
に
は
、
「
道

術
」
は
「
神
仙
の
術
」
を
含
む
超
能
力
的
な
術
を
指
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
『
論
衡
』
の
著
者
王
充
は
会
稽
上
卿
の
人
だ
が
、
『
抱
払
子
』
の
著
者
葛
洪
は
丹
陽
郡
句
容
の
出
身
で
、
会
稽
に
近
い
。
そ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

後
漢
末
の
煉
丹
理
論
の
書
で
あ
る
、
『
貿
易
参
同
契
』
の
著
者
と
さ
れ
る
魏
黒
黒
も
ま
た
、
一
説
に
は
会
稽
上
童
の
人
と
い
う
。
魏
伯
爵
が
実

在
し
た
か
否
か
は
さ
て
お
い
て
も
、
彼
が
王
充
と
同
郷
人
で
あ
る
と
い
う
伝
承
は
注
目
に
値
す
る
。
会
稽
近
辺
は
後
漢
末
以
来
、
「
神
仙
道
術
」

理
論
化
の
中
心
の
一
つ
と
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
か
ら
で
あ
る
。
『
論
衡
』
が
突
出
し
て
神
仙
的
な
意
味
の
「
道
術
し
を
記
録
す
る
の
は
、

会
稽
と
い
う
地
方
の
特
殊
性
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
後
漢
以
後
の
「
方
術
」
の
用
法
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
よ
う
。
先
述
の
よ
う
に
、
『
後
漢
書
』
方
術
伝
で
は
、
「
方
術
」
は
天
文
術
数
も
医
術

も
神
仙
術
も
す
べ
て
含
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
『
後
漢
書
』
に
先
行
す
る
『
三
国
志
隠
方
技
伝
は
、
医
者
で
あ
る
華
俺
と
術
数
家
の
み
で
神
仙

家
を
含
ま
な
い
。
そ
し
て
㎎
後
漢
書
』
に
遅
れ
る
北
朝
歴
代
の
芸
術
伝
・
術
詳
伝
等
の
方
術
家
の
列
伝
で
も
、
術
数
家
と
医
者
と
技
術
者
が
中

心
で
、
原
則
と
し
て
神
仙
家
を
含
ま
な
い
。
こ
の
方
針
は
『
北
史
匝
の
芸
術
伝
序
に
も
貫
か
れ
、

　
　
但
だ
忌
門
も
同
じ
か
ら
ざ
れ
ば
、
即
ち
其
の
流
を
異
に
す
。
今
其
の
事
に
因
り
て
、
類
を
以
て
区
分
し
、
先
に
天
文
数
術
を
載
せ
、
次
い
で
医
方
技
巧
を

　
　
載
せ
ん
と
云
う
。

と
、
上
巻
を
天
文
術
数
家
に
、
下
巻
を
医
方
善
巧
家
に
あ
て
る
と
は
っ
き
り
述
べ
て
あ
る
。
歴
代
方
術
伝
の
中
で
、
神
仙
家
も
含
む
『
後
漢

書
隔
方
術
伝
は
特
異
な
直
な
の
で
あ
る
。
南
朝
梁
代
の
書
籍
目
録
で
あ
る
院
孝
緒
『
七
録
』
で
も
、
神
仙
道
教
は
「
仙
道
」
と
し
て
独
立
し
て

い
る
。
院
孝
心
は
、
王
検
の
圃
七
志
撫
が
軍
歌
の
『
七
時
』
の
「
数
術
」
を
「
陰
陽
」
に
、
「
方
技
」
を
「
術
芸
」
に
改
め
た
こ
と
を
批
判
し

て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

59 （785）



　
　
窃
か
に
以
く
、
陰
陽
は
偏
に
繋
ぐ
所
有
り
て
数
術
の
直
通
す
る
に
如
か
ず
、
杯
事
は
即
ち
六
芸
と
数
術
を
寵
し
て
、
方
技
の
要
顕
な
る
に
逮
ば
ざ
る
が
故

　
　
に
、
還
た
劉
氏
に
依
り
て
各
お
の
本
名
を
守
る
。
但
だ
房
申
・
神
仙
は
既
に
仙
道
に
入
れ
ば
、
医
経
・
測
量
は
別
に
創
る
に
足
ら
ず
、
故
に
術
伎
の
称
を

　
　
合
し
て
以
て
名
づ
け
て
一
録
と
な
す
。
（
『
広
弘
明
藥
』
巻
三
「
七
録
序
」
）

　
つ
ま
り
、
玩
孝
緒
は
劉
敵
『
七
略
』
の
「
方
技
略
」
か
ら
神
童
・
房
中
を
「
仙
道
録
」
に
入
れ
、
残
っ
た
医
経
と
経
緯
を
「
術
数
略
」
と
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

同
し
て
「
術
伎
録
」
と
し
た
。
六
朝
以
降
は
こ
の
「
千
丁
録
」
に
あ
た
る
も
の
一
1
ら
ま
り
天
文
術
数
と
医
術
一
t
を
「
方
術
」
と
呼
び
、

「
仙
道
録
」
に
含
ま
れ
る
も
の
一
神
仙
術
を
含
む
道
士
の
神
秘
的
な
術
一
…
を
「
道
術
」
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
後
に
『
太
平
広
記
幽
は

「
神
仙
」
「
羅
宇
」
に
続
い
て
「
道
術
」
「
方
士
」
の
項
を
立
て
て
お
り
、
こ
の
言
葉
が
六
朝
階
唐
を
経
て
神
仙
の
術
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た

　
　
　
　
　
⑥

こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
て
、
『
漢
書
』
が
医
術
と
神
仙
術
を
「
方
術
偏
と
呼
び
、
天
文
暦
数
を
「
道
術
」
と
呼
ん
だ
用
法
か
ら
は
、
明
ら
か
に

変
化
し
て
い
る
。
『
後
漢
書
臨
方
術
伝
の
「
方
術
」
が
、
雑
多
で
超
能
力
的
な
「
技
術
偏
を
意
味
し
て
い
る
の
は
、
「
道
術
」
「
方
術
」
の
用
法

が
変
化
す
る
過
程
に
あ
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

　
「
遵
術
」
「
方
術
」
の
用
法
の
変
化
は
、
医
術
と
術
数
の
技
術
的
な
面
が
強
調
さ
れ
て
「
方
術
」
と
認
識
さ
れ
、
同
時
に
、
個
人
の
不
老
長

生
を
目
指
す
「
神
仙
術
」
が
道
教
の
思
想
と
し
て
成
長
し
、
「
道
術
扁
と
認
識
さ
れ
て
い
っ
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
道

教
の
成
立
と
も
関
わ
る
極
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
別
に
総
合
的
な
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
た
だ
、
「
道
術
」
を
術
数
学
か
ら
道
教
思
想
へ

と
転
換
さ
せ
た
軸
と
し
て
の
、
象
数
易
学
の
存
在
は
無
視
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
六
朝
以
後
の
神
仙
道
教
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
煉
丹
術
は
、
『
周
豊
頬
同
契
』
に
理
論
化
さ
れ
る
が
、
そ
の
煉
丹
理
論
は
京
氏
易

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
納
甲
法
を
発
展
さ
せ
た
月
即
納
藩
法
に
基
づ
い
て
お
り
、
「
神
仙
道
術
」
に
も
一
貫
し
て
象
数
易
の
数
理
的
宇
宙
観
が
貫
い
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
田
代
「
道
術
」
か
ら
「
神
仙
道
術
」
へ
の
連
続
性
を
考
え
る
と
き
、
突
出
し
て
神
仙
術
と
し
て
の
「
道
術
」
を
記
録
す
る

『
論
衡
』
は
、
示
唆
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
例
え
ば
、

　
　
儒
書
に
言
う
、
准
南
王
道
を
学
び
、
天
下
の
有
道
の
人
を
招
会
す
。
～
国
の
尊
を
傾
け
て
、
道
術
の
士
に
下
れ
ば
、
是
を
以
て
道
術
の
士
、
並
び
に
准
南
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漢代における「道術」の展開（保科）

　
　
に
会
し
、
奇
方
異
術
、
争
い
出
で
ざ
る
は
莫
し
。
王
遂
に
道
を
得
、
家
を
挙
げ
て
升
出
す
。
畜
産
も
皆
な
仙
た
れ
ば
、
犬
は
天
上
に
吠
え
、
鶏
は
雲
中
に

　
　
鳴
く
。
（
道
虚
篇
）

で
は
、
「
道
術
」
は
神
仙
の
術
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、
同
じ
准
南
王
劉
安
に
関
す
る
「
道
術
」
で
も
、
次
の
例
は
単
な
る
不
老
長
生
の
術
で

は
な
い
。

　
　
潅
南
王
劉
安
、
術
士
伍
被
、
左
昊
の
輩
を
召
し
、
宮
殿
に
充
満
せ
し
め
、
道
術
の
書
を
作
り
、
天
下
の
事
を
論
ぜ
し
む
。
地
形
の
篇
、
異
類
の
物
、
外
国

　
　
の
怪
を
道
い
、
三
十
五
国
の
異
を
列
ぬ
る
も
、
更
に
九
州
有
る
を
言
わ
ず
。
筑
子
地
を
行
る
こ
と
禺
・
益
に
若
か
ず
、
予
見
は
被
・
昊
に
過
ぎ
ず
、
才
は

　
　
聖
人
に
非
ず
、
事
は
天
授
に
非
ざ
れ
ば
、
安
く
ん
ぞ
此
の
言
を
得
ん
や
。
禺
の
『
山
経
賑
・
『
濫
南
』
の
地
形
を
案
じ
て
、
以
て
郷
子
の
書
を
察
す
れ
ば
、

　
　
虚
妄
の
番
な
り
。
（
談
天
篇
）

　
王
充
は
噸
准
南
子
』
地
形
訓
を
引
い
て
馬
術
の
大
九
州
説
を
批
判
し
て
お
り
、
こ
こ
で
言
う
「
道
術
の
書
」
は
准
南
王
の
書
を
指
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
の
「
道
術
」
は
開
准
南
子
』
些
労
う
「
道
術
」
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
地
理
的
な
知
識
を
も
含
む
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
『
涯
南
子
』
の
「
道
術
」
は
第
～
章
で
述
べ
た
よ
う
に
「
聖
人
の
術
」
で
あ
り
、

　
　
是
の
故
に
、
聖
入
は
内
に
道
術
を
修
め
て
、
外
に
仁
義
を
飾
ら
ず
、
耳
目
の
宜
し
き
を
知
ら
ず
し
て
、
精
神
の
和
に
遊
ぶ
。
然
る
者
の
若
き
は
、
下
は
三

　
　
泉
を
揆
り
、
上
は
九
天
を
尋
ね
、
六
合
を
横
廓
し
、
万
物
を
諜
貫
す
。
此
れ
聖
人
の
游
な
り
。
（
叔
真
弓
）

と
あ
る
よ
う
に
、
人
倫
道
徳
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
三
孝
・
九
天
・
六
合
・
万
物
し
、
つ
ま
り
自
然
界
・
宇
宙
全
体
を
包
括
的
に
把
握
し
理
解
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
池
田
秀
三
氏
は
、
後
漢
時
代
、
『
涯
南
子
輪
が
経
書
を
補
完
す
る
百
科
全
書
と
し
て
、
許
慎
・
鷹
植
ら
大
儒
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
た
こ
と
を

　
　
　
　
⑨

指
摘
す
る
が
、
王
充
も
ま
た
、
『
准
南
子
』
よ
り
天
文
や
地
理
の
知
識
を
仕
入
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
王
充
は
『
准
南
子
』
の
百
科
全
書
的
な
性

格
を
指
し
て
「
道
術
の
書
」
と
呼
ん
で
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
「
道
術
」
は
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
漢
心
の
「
道
術
」
…
一
世
界
を
把
握
し
、

治
世
に
資
す
る
術
1
に
重
な
る
。
対
策
篇
に
、
「
董
仲
紆
道
術
の
書
を
作
り
、
頗
る
災
異
、
政
治
の
得
失
を
奮
い
、
書
成
り
て
文
具
わ
り
、
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表
は
漢
室
に
在
り
。
」
と
あ
る
の
が
、
そ
の
裏
付
け
と
な
ろ
う
。
『
論
衡
』
の
「
道
術
」
も
、
『
潅
南
子
』
の
「
道
術
」
を
受
け
継
ぎ
、
自
然
界

へ
の
関
心
を
共
有
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
『
論
衡
嚇
に
は
神
仙
術
と
し
て
の
「
道
術
」
が
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
百
科
全
書
と
し
て
の
『
准
南
子
隔
の
自
然
界
に

対
す
る
知
識
・
関
心
を
吸
収
し
た
、
後
漢
時
代
の
世
界
認
識
の
学
と
し
て
の
「
道
術
」
を
も
併
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
論
衡
』
の
「
道
術
」

の
こ
の
二
重
性
こ
そ
、
自
然
科
学
的
思
考
を
持
っ
た
漢
代
の
「
道
術
」
と
、
六
朝
の
「
神
仙
道
術
」
と
の
連
続
性
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
「
道
術
」
と
は
、
本
来
「
聖
人
の
術
」
と
し
て
、
宇
宙
全
体
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
学
問
で
あ
り
、
人
外
の
仙
界
を
も
視
野
に
入
れ
て
い
た
。

目
に
見
え
る
こ
と
だ
け
を
信
じ
る
経
験
主
義
で
は
、
目
に
見
え
な
い
真
実
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
二
ー
ダ
ム
氏
は
、
王
充
の
合
理
主
義
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

り
も
む
し
ろ
葛
洪
の
神
秘
主
義
の
方
が
自
然
科
学
の
発
展
に
寄
与
し
た
と
、
科
学
史
の
上
で
高
く
評
価
す
る
。
『
潅
南
子
』
叔
真
訓
の
続
き
を

見
れ
ば
、
「
聖
人
の
道
の
術
」
で
あ
る
「
道
術
」
の
、
そ
の
背
後
に
広
大
な
神
仙
世
界
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
夫
の
王
入
の
若
き
は
、
則
ち
至
虚
に
動
溶
し
て
、
滅
亡
の
野
に
游
び
、
皆
皆
に
騎
り
て
敦
圃
に
従
い
、
方
外
に
馳
せ
、
宇
内
に
休
み
、
十
日
を
干
し
て
風

　
　
雨
を
使
い
、
雷
公
を
臣
と
し
、
学
費
を
役
し
、
慾
妃
を
妾
と
し
、
織
女
を
妻
と
し
、
天
地
の
間
、
何
ぞ
以
て
其
の
志
を
食
む
る
に
足
ら
ん
や
。
（
『
准
南

　
　
子
㎏
叔
真
訓
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
張
衡
の
渾
天
象
に
も
、
漏
壺
の
蓋
の
上
に
は
昼
を
司
る
仙
人
と
夜
を
司
る
青
柳
の
像
が
飾
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
前
漢
か
ら
後
漢
に
か
け
て

の
自
然
科
学
の
発
展
は
、
神
仙
へ
の
憧
れ
と
常
に
表
裏
一
体
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
『
抱
妻
子
瞼
は
、
「
道
術
」
の
極
み
で
あ
る
金
丹
の
精
錬
に
は
、
百
日
の
潔
斎
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
道
を
信
じ
な
い
俗
人
を
近

づ
け
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ
る
（
金
丹
篇
）
。
㎎
抱
上
子
』
の
「
道
術
」
は
単
な
る
技
術
と
し
て
の
養
生
術
や
煉
丹
術
で
は
な
く
、
精
神
的
な
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

を
重
視
し
て
い
る
。
ま
た
六
朝
期
に
は
仏
僧
の
神
秘
的
な
術
を
も
「
道
術
」
と
称
し
た
。
そ
の
術
は
仏
道
を
精
神
的
・
宗
教
的
に
体
得
し
た
こ

と
に
よ
り
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
経
学
・
道
徳
を
「
道
術
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
も
共
通
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
「
道
術
」
と
は
本
来
「
聖
人
の
術
」
で
あ
り
、
ど
の
時
代
、
ど
の
学
派
に
お
い
て
も
価
値
の
高
い
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
後
漢
時
代
に
「
道
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術
」
が
天
文
・
暦
法
・
易
と
い
っ
た
術
数
学
と
結
び
つ
い
た
経
学
を
指
し
た
こ
と
は
、
こ
の
時
代
に
「
数
理
的
」
な
思
考
、
世
界
認
識
が
存
在

し
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
六
朝
期
を
境
に
「
道
術
」
が
神
仙
・
仏
教
・
道
徳
へ
と
変
質
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、
六
朝
人
の
関
心

が
よ
り
内
面
へ
、
方
外
の
世
界
へ
、
精
神
的
・
宗
教
的
に
深
化
し
て
い
っ
た
一
つ
の
証
左
と
な
ろ
う
。

漢代における「道術」の展開（保科）

①
酒
井
氏
爺
掲
「
方
衛
と
道
術
」
。

②
『
王
国
志
』
巻
四
二
蜀
書
～
日
華
正
伝

　
　
　
著
子
最
高
朗
卓
才
・
珪
璋
之
質
、
兼
覧
博
閾
、
留
心
道
術
、
無
遠
不
致
、
無

　
　
　
幽
不
悉
。

③
た
と
え
ば
噸
潜
夫
論
邑
田
本
「
夫
教
訓
者
、
所
以
遂
道
術
而
宝
徳
義
也
。
」
な

　
ど
Q

④
『
周
易
参
里
山
』
は
『
階
書
触
経
籍
志
に
著
録
さ
れ
ず
、
唐
以
後
の
偽
作
と
す

　
る
説
も
あ
る
。
陳
国
史
氏
「
説
周
吐
下
喚
鐘
与
内
丹
豊
麗
」
（
『
道
蔵
源
流
孜
』
下

　
冊
附
録
六
）
は
、
団
参
同
契
臨
は
内
丹
説
で
あ
る
と
し
、
福
井
康
順
氏
門
周
易
参

　
同
契
考
し
（
『
東
方
学
会
創
立
二
十
五
周
年
記
念
東
方
学
論
集
』
　
一
九
七
二
）
も
陳

　
氏
の
説
を
採
り
、
魍
参
同
契
』
は
後
番
謡
・
三
国
に
は
成
立
し
て
い
た
が
東
晋
以

　
前
に
亡
秩
し
、
現
行
本
は
後
世
の
偽
作
で
あ
る
と
す
る
。
一
方
、
王
明
氏
門
周
易

　
親
里
契
考
証
」
（
糊
国
立
中
央
研
究
院
歴
史
語
醤
研
究
所
集
刊
』
～
九
、
一
九
四

　
八
）
は
、
『
参
同
契
隔
の
中
心
思
想
は
金
丹
を
修
訳
す
る
外
丹
説
と
す
る
。
鈴
木

　
氏
前
掲
開
漢
易
研
究
駈
「
第
四
章
　
周
易
参
多
望
の
研
究
扁
は
そ
の
理
論
が
漢
代

　
象
数
易
に
終
始
し
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
、
後
画
仙
の
制
作
と
見
る
。
醐
題
の
多

　
い
史
料
で
は
あ
る
が
、
三
国
期
の
虞
翻
が
『
参
思
懸
㎞
に
注
し
て
お
り
、
福
永
光

　
謂
氏
の
門
初
期
遵
教
の
錬
金
術
理
論
害
と
し
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
剛
周
易
参
同

　
契
㎞
が
、
三
世
紀
、
後
漢
末
・
魏
初
の
頃
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ

　
る
。
偏
（
㎎
道
教
思
想
史
研
究
嚇
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
「
〈
付
〉
道
教
思
想
史
研
究

　
覚
書
」
）
と
い
う
見
解
に
従
い
た
い
。

⑤
谷
川
遣
雄
門
六
朝
士
族
与
方
術
」
（
北
京
大
学
中
国
伝
統
文
化
中
心
主
催
・
漢

　
学
研
究
国
際
会
議
（
一
九
九
八
年
五
月
六
！
八
こ
口
提
出
論
文
）
は
、
北
朝
の
貴

　
族
た
ち
が
「
玄
・
儒
・
文
・
史
」
の
他
に
勤
象
天
文
・
律
歴
・
卜
相
・
陰
陽
・
図

　
緯
・
風
角
・
医
方
等
の
所
謂
る
方
術
」
に
も
強
い
関
心
を
払
っ
て
い
る
と
す
る
。

　
要
す
る
に
六
朝
期
の
「
方
術
」
は
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
後
漢
時
代
の
「
道
術
」

　
に
医
術
を
加
え
た
も
の
と
ほ
ぼ
等
し
い
。

⑥
｝
方
同
時
期
に
編
纂
さ
れ
た
糊
太
平
御
覧
幅
の
「
方
術
部
」
は
、
卜
笠
・
占

　
候
・
占
星
・
対
気
・
巫
祝
等
々
と
と
も
に
、
養
生
・
医
の
項
が
た
て
ら
れ
て
い
る
。

　
「
方
術
」
と
い
う
下
葉
に
は
、
闘
史
記
㎞
『
漢
書
臨
以
来
の
神
仙
的
な
イ
メ
…
ジ
が

　
常
に
残
存
し
た
で
あ
ろ
う
。

⑦
王
明
氏
前
掲
「
周
国
王
同
率
考
証
」
。

⑧
胡
潤
㎎
易
麟
明
弁
』
巻
三
。

⑨
池
田
秀
三
門
漢
代
の
准
南
学
－
劉
向
と
許
慎
i
」
（
『
中
国
思
想
史
研
究
』

　
＝
、
一
九
八
八
）
。

⑩
罫
Φ
象
磐
甲
象
§
亀
§
靴
9
ミ
幽
翠
§
“
蕊
9
§
鼻
○
磐
σ
臣
σ
q
⑦
φ
⇒
一
く
霧
ぞ

　
軍
霧
し
・
一
括
ρ
＜
o
一
』
窟
冨
も
。
唱
．
一
〇
刈

⑪
南
澤
良
彦
門
張
衡
の
宇
宙
論
と
そ
の
政
治
的
側
面
」
（
『
東
方
学
』
八
九
、
一
九

　
九
五
）
。

⑫
一
高
憎
伝
隔
巻
九
神
異
上
・
仏
図
澄
伝

　
　
　
（
含
量
）
召
澄
問
日
、
仏
道
有
何
霊
験
。
澄
輪
留
不
達
深
理
、
正
可
以
道
術

　
　
　
為
徴
、
…
…
即
取
応
器
盛
水
、
焼
香
呪
之
。
須
畢
生
青
蓮
華
、
光
色
曜
目
、
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勒
由
此
信
服
。

む
　
　
す
　
　
び

　
以
上
、
「
道
術
」
と
い
う
語
は
、
前
漢
末
か
ら
後
漢
に
お
い
て
は
経
学
を
核
と
し
て
天
文
・
暦
法
・
識
緯
を
融
合
し
て
世
界
を
把
握
し
よ
う

と
す
る
学
問
を
意
味
し
、
や
が
て
「
神
仙
道
術
」
と
「
学
問
・
道
徳
」
の
意
味
へ
と
分
化
し
て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
方
士
た
ち
が

担
っ
て
い
た
天
文
、
暦
法
な
ど
の
術
数
の
知
識
は
、
識
緯
の
助
け
を
借
り
て
経
学
に
取
り
込
ま
れ
て
「
道
術
」
へ
と
成
長
し
、
鄭
玄
に
よ
る
経

学
の
体
系
化
に
よ
っ
て
完
全
に
経
学
へ
と
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
「
道
術
」
の
変
遷
は
、
前
漢
末
か
ら
後
漢
書
代
に
お
け
る
学
術
の
変
容
を

象
徴
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
前
漢
で
は
「
方
術
」
が
医
術
・
神
仙
術
を
意
味
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
六
朝
以
後
「
方
術
」
が
医
術
・
術
数
を
、
「
道
術
」
は
よ
り
精
神
性

を
重
視
す
る
言
葉
と
し
て
、
神
仙
術
や
仏
僧
の
神
秘
的
な
術
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。
こ
の
変
化
を
無
視
し
て
「
方
術
」
と
「
道
術
」
を
混
同

し
て
き
た
た
め
に
、
こ
の
語
の
歴
史
的
な
変
遷
が
捉
え
に
く
く
な
っ
て
し
ま
い
、
結
果
的
に
漢
代
の
神
仙
思
想
と
繊
緯
思
想
に
対
す
る
理
解
を

混
乱
さ
せ
て
き
た
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
、
識
緯
説
は
と
か
く
神
秘
的
で
怪
し
げ
な
も
の
と
し
て
敬
遠
さ
れ
、
否
定
的
な
評
価
が
下
さ
れ
て
き
た
。
し
か
も
、
豊
富
の
築
奪

を
正
当
化
し
、
後
漢
王
朝
の
皇
帝
権
威
を
神
格
化
し
擁
護
す
る
た
め
に
、
章
魚
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
識
緯
は

「
道
術
」
と
い
う
世
界
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
学
問
の
中
で
、
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
お
り
、
た
だ
権
力
者
に
迎
合
し
、
そ
の
支
配
を
正
当
化

し
神
秘
化
す
る
た
め
だ
け
の
存
在
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
漢
代
、
術
数
や
金
頭
を
も
と
に
未
来
を
予
知
す
る
こ
と
は
、
け
し
て
荒
唐
無
稽

な
こ
と
で
は
な
く
、
優
れ
た
技
術
、
知
識
に
裏
付
け
ら
れ
た
「
科
学
」
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
漢
代
社
会
へ
多
大
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

識
緯
説
の
よ
り
神
秘
的
な
部
分
、
感
生
細
説
な
ど
も
、
そ
の
裏
側
に
「
科
学
性
」
が
存
在
し
て
、
初
め
て
説
得
力
を
持
ち
得
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
具
体
的
な
考
察
は
今
後
に
期
し
た
い
が
、
神
秘
的
・
非
合
理
的
と
し
て
否
定
的
な
評
価
を
下
さ
れ
て
き
た
識
緯
思
想
を
再
評
価
す
る
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時
、
神
秘
主
義
に
塗
り
込
め
ら
れ
た
時
代
と
さ
れ
て
き
た
後
漢
時
代
に
も
、
新
し
い
光
が
与
え
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
「
道
術
」
と
い
う
言
葉
を
キ
イ
・
ワ
ー
ド
と
し
て
、
そ
の
言
葉
に
導
か
れ
る
よ
う
に
、
後
漢
時
代
に
「
数
理
的
」
な
世
界
認
識
が

存
在
し
た
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
陰
陽
思
想
に
基
づ
く
脚
数
易
学
の
世
界
観
は
、
宋
以
後
の
新
儒
教
に
も
確
実
に
継
承
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
　
京
都
市
左
京

漢代における「道術」の展開（保科）
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Zhang　Zai張載and　Cheng　Yi程噸’s　view　of　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Zong　fa宗法）

descent－lme　system

by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SASAKI　Megumi

　　Song　Neo－Confacianism　held　that　the　descent－lme　system　of　antiquity　as

recorded　in　the　Classics　should　be　restored．　Based　on　an　understanding　of　the

descent－line　system　as　an　ideology　for　iir｝eage　solidarity，　past　scholarship　has

explained　Song　Neo－Confucianism　as　an　effort　to　enhance　lineage　cohesiveness．

However，　Based　on　an　analysis　of　the　ancient　meaning　of　the　descent－line　system

and　Zhang　Zai　and　Cheng　Yi’s　discussions　of　the　descent－line　system，　this　essay

demonstorates　the　following．　First，　the　ancjent　meaning　of　the　descent－line

system　referred　not　to　1ineage　solidarity　but　focused　instead　on　vertical　relations．

Second，　tke　fundamental　principle　of　the　descent－1ine　system，　primogeniture，　was

at　variance　with　a　pragmatic　conception　of　lineage　and　thus　was　difficu｝t　to

implement，　and　was　not　conductive　to　the　broad　solidarity　needed　for　lineage．

Third，　even　though　the　descent－lirie　system　possessed　the　characteristics

mentioned　above，　Zhang　and　Cheng’s　motivation　for　espousing　the　desceRt－line

system　should　be　understood　in　an　intellectual　context　of　a　desire　to　retum　to

aRtiquity　rather　than　in　a　social　context　of　a　hope　for　lineage　cohesion　during　a

time　of　heightened　social　mobility，　the　view　that　has　here　to　for　dominated

scholarship．　Further，　this　essay　demoRstorates　that　wr｝ile　Zhang　and　Clteng’s

view　of　the　descent－lme　system　have　been　seen　an　nearly　identical，　in　fact，　they

di£fered　in　many　respects．

The　Evolution　of　Dao－shu道術in　the　Han　Period：ConfUcian　Classics

　　　　　　　　　　　経学，Apocrypha識緯and　Numerology術数

by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　HosHINA　Sueko

At　the　end　of　the　Former　Han　dynasty，　the　figures　known　as　“dao－shu　zhi　shi”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（936）



道術二士prophesied　such　events　as　the　fall　of　Wang　Meng土葬or　the

罫estoration　of　the　Han　dynasty．　The　term“dao－shu”道術originally　meant　sages’

virtuous　deeds，　but　from　the　later　period　of　the　Former　Han　dynasty　onward，　it

come　to　include　astronomy　and　caleRdar　study，　ptttting　the　Confucian　classics，

especially　the　study　of　Yi易at　its　center．　This　fact　implies　that　Confucianism　had

grown　to　be　a　study　to　understaRd　the　universe，　which　includes　not　only　human

vi1加e　but　also　the　natural　wor星d．‘℃hen－wei”識緯，　or　apocrypha，　was£he　most

vital　me（lium　for　Confucianism　to　obt…血knowledge　of　contemporary　natural

science．　lt　has　often　been　said　that　“Chen－wei”　became　popular　and　Confucianism

declined　to　mysticism　in　the　Later　Han　period，　but　we　must　not　overlook　the

scienthic　aspect　of　Confucianism　of　this　era．

Regional　Order　and　lntercity　Relationships　in　Medieval　Northem　ltaly

by

SATO　Hitomi

　　This　study　examines　the　relationships　arnong　medieval　nomhem　ltalian　cities，

magnates　and　rural　conmiunities，　which　were　in　a　state　of　incessant　war　du血g

the　12th　and　13th　centtuies．

　　It　will　be　concluded　that：　in　the　area　of　Lombardy　and　Piedrnont，　peaces　and

cease－fires　were　mainly　negotiated　under　arbitration　by　Milan，　the　largest　city　in

Lombardy．　But　af亡er　the　exa曲a縫on　of　the　relationships　among　ci穏es　other　than

Milan，　it　became　clear　that　what　mattered　in　the　arbitration　phase　was　not　only

the　initiative　of　Milan，　but　aiso　a　broader　consensus　of　many　other　cities　and

persons，　concerned　over　the　conflict．　So　it　could　be　said　that　there　was　a　region－

wide　order－creating　system　constructed　with　the　cooperation　of　many　concerned

cities　and　persons　which　had　common　interests．

　　But　on　the　other　hand，　this　order－creating　systern　was　not　efficient　enough　to

also　make　peace　in　rural　areas，　because　it　couldn’t　reflect　the　opinions　or　interests

of　rural　comm面ties，　which　were　growing　and　becomirig　more　important　du血g

the　13th　century．

In　the　last　part，　jt　wM　be　seen　that　the　changing　over　from　commune　to

territorial　state　was　brought　about　to　some　extent　based　on　the　eraciency　of　this

（935）




